
早稲田大学教育・総合科学学術院
教授。博士（教育学）。1958年，千
葉県生まれ。茨城大学助教授などを
歴任。ジョン・デューイの哲学と教育
学を研究。

藤井  千春

　「見方・考え方」は資質・能力を育成する過程で働く，物事をとらえる視点や

考え方である。教科書の左ページの下には，「学習のめあて」を設け，自然の事物・

現象をどのような視点で見たり考えたりして，学習に取り組めばよいのかが，

子どもにわかるようにしている。例えば，野菜の栽培（下巻p.28）では，「そだ

てて  いる  野さいは  どのように  かわって  きたかな」（知識及び技能），「長さ  

大きさ  太さ  においなどを  くらべながら  よく  見よう。」（思考力，判断力，表

現力等）と示してある。「学習のめあて」は，子どもには物事をとらえる視点や

考え方を示すものであり，教員には資質・能力の育成を目指す指導の指針となる。

物事の変化の様子を，長さや大きさ等の視点で見たり，比較して考えたりして，

生活科で育んだ資質・能力は，理科の学習につながる。

上越教育大学名誉教授。1952年，
岡山県生まれ。専門は理科教育学。
タンポポを教材とした問題解決能力の
育成に関する研究で，兵庫教育大学
にて博士号（学校教育学）を取得。

小林  辰至

2020年度版 生活科教科書下巻p.28

1.「学習のめあて」で 
働かせたい「見方・考え方」を示した。

2. 子どもが「見方・考え方」を働かせて「思考・判断・表現」 
した例を「振り返り」で示した。

3.  「学習のめあて」は，資質・能力の育成を目指す 
指導の指針となる。

POINT

1. 身体全体を使った楽しい活動をしかける。

2.「みんなで楽しい」という気持ちを共有させる。

3.  楽しさを共有することで子どもたちの心が温かく揃う。

POINT

長
なが

さ 大
おお

きさ 太
ふと

さ においなどを 

くらべながら よく 見
み

よう。そだてて いる 野
や

さいは どのように 

かわって きたかな。

ミ
ニ
ト
マ
ト

キ
ュ
ウ
リ

オ
ク
ラ

ピ
ー
マ
ン

ダ
イ
ズ
（
エ
ダ
マ
メ
）

サ
ツ
マ
イ
モ

　まわりの 草
く さ

を
こまめに とろう。

ふり
かえる

つなげる

　野
や

さいが 大
お お

きく 
なって きたね。

　アサガオの 時
と き

は 
どう したかな。

●しちゅうを 立
た

てたよ。

●どんな においが するかな。

●何
なん

㎝あるかな。

●しゃしんで のこそう。

虫
む し

めがねで 
太
た い

ようを 
見
み

ないように  
しよう。

おいしい 野
や

さいを そだてたいな。

●  ほかには どんな 
ことが あるかな。

せわと かんさつを しよう

　ひもは かるく 
むすぶと いいよ。

手
て

を あらおう 38,115,
123ページも

見
み

てね
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　楽しくなければ始まらない。もはや「子どもたちの身体をお行儀よく揃えて

から」という指導は通用しない。規律や自己統制など社会的な振るまいができ

ることは重要である。しかし，身体全体を使って「みんなで楽しい」という感

情が共有できる活動をしかけることから始まらなければならない。「みんなで

楽しむ時間や場を大切にしたい」と感じさせて，「みんなの中の自分」を意識

できるようにさせる。このことが規律や自己統制など社会的な振るまいを育て

る筋道である。「みんなで楽しくて，みんなと心が一つになる」と感じる中で，

子どもたちは互いを尊重し合うようになる。教師への信頼感も形成される。だ

から教師の願いや指導も子どもたちに通じるようになる。教師の専門性は「子

どもたちの心が温かく揃う」ように育てることに示される。 2020年度版 生活科教科書上巻p.7
「うたあそび」の写真のようにみんなで
楽しむことから始めよう。
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スウェーデンの「共生の学び」に
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[ 座談会 ]
生活科実践者でもある著者が現場の目線で「教科書を語る」

生活科が10倍楽しくなる教科書

“無理なく質の高い授業”ができる教科書をつくりました

Webを活用すれば生活科はもっと楽しくなる
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子どもとともに
学び成長していく

大
事
に
し
た
い
子
ど
も
の
想
い

  ﹁
こ
の
瞬
間
は
子
ど
も
に
と
っ
て
大
切

な
の
だ
﹂
仕
事
に
出
掛
け
る
と
き
に
、

あ
い
さ
つ
を
し
な
が
ら
い
つ
も
思
っ
て

い
ま
す
。

　
子
ど
も
は
常
に
上
機
嫌
で
見
送
っ
て

く
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
と
き
に
は
私
も
切
な
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
我
が
家
で
は

そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
が
近
く
に
住
ん
で
い

ま
す
の
で
、
親
が
仕
事
に
出
掛
け
る
と

き
が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
﹁
淋
し
い
、

イ
ヤ
な
瞬
間
﹂
に
は
な
っ
て
ほ
し
く
な

い
、
と
い
う
私
の
想
い
に
応
え
、
協
力

し
て
も
ら
え
て
い
ま
す
。

  ﹁
お
留
守
番
を
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る

⋮
⋮
﹂
と
考
え
る
と
辛
い
で
す
が
、
家

族
の
お
か
げ
で
子
ど
も
は
﹁
今
日
は
大

好
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
遊
び
に
来
て

く
れ
る
﹂﹁
大
好
き
な
い
と
こ
と
遊
べ
る
﹂

時
間
だ
と
思
っ
て
い
て
、
私
の
仕
事
の

予
定
と
は
関
係
な
く
﹁
次
は
い
つ
か
な

～
﹂
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
、
母
と
の
お
留
守
番
中
に
私
の
生

放
送
を
一
緒
に
観
て
﹁
マ
マ
の
お
仕
事

見
て
た
よ
～
﹂
と
言
っ
て
く
れ
た
り
し

ま
す
。

 

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
生
活
の

す
べ
て
が
変
わ
っ
た

　
日
常
的
に
子
ど
も
の
た
め
に
使
う
時

間
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ
こ
は
ベ
ビ
ー

カ
ー
で
行
っ
て
も
大
丈
夫
な
と
こ
ろ
か

な
？
　
と
か
、
買
い
物
の
と
き
は
子
ど

も
用
の
ト
イ
レ
の
あ
る
場
所
を
選
ん
だ

り
、
遠
出
に
な
る
と
き
は
途
中
、
休
憩

で
き
る
場
所
が
ど
こ
に
あ
る
か
調
べ
た

り
。
電
車
を
利
用
す
る
と
き
に
は
、
な

る
べ
く
混
ん
で
い
な
い
時
間
帯
を
選
ぶ
、

な
ど
。﹁
親
御
さ
ん
た
ち
は
こ
ん
な
こ

と
や
あ
ん
な
こ
と
を
気
に
か
け
て
い
た

ん
だ
な
﹂
と
改
め
て
気
付
き
、
学
ぶ
こ

と
ば
か
り
で
す
。

　
夫
婦
二
人
で
の
生
活
で
は
考
え
も
し

な
か
っ
た
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
考
え
、
ど

ん
な
こ
と
や
場
所
が
子
ど
も
の
成
長
に

つ
な
が
る
か
、
子
ど
も
が
喜
ん
で
く
れ

る
か
、
子
ど
も
第
一
の
考
え
方
に
な
る

の
が
子
育
て
な
ん
だ
な
と
実
感
し
て
い

ま
す
。

　
成
長
と
と
も
に
子
ど
も
の
興
味
も
広

が
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
一
緒
に
映
画

を
観
に
行
っ
た
り
、
海
へ
行
っ
た
り
、

稲
刈
な
ど
自
然
の
中
で
の
体
験
を
さ
せ

た
り
、
と
私
た
ち
な
り
に
幼
児
教
育
を

実
践
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
様
々
な
体
験
を
通
し

て
貴
重
な
成
長
の
時
間
を
と
も
に
過
ご

し
て
い
き
た
い
で
す
。

親
と
し
て
思
う
こ
と

　
将
来
、
小
学
校
に
通
う
よ
う
に
な
り

多
く
の
同
年
代
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
勉
強
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
ど
ん
な

こ
と
に
興
味
を
ひ
か
れ
、
ど
の
よ
う
な

目
標
を
も
つ
の
か
。
ど
ん
な
友
人
と
出

会
え
る
の
か
。
上
手
く
い
か
な
い
こ
と

が
あ
っ
た
り
、
挫
折
を
経
験
す
る 

こ
と

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、

周
り
に
は
一
緒
に
悩
み
、
と
も
に
模
索

す
る
家
族
が
い
て
、
成
長
で
き
る
仲
間

が
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
様
々
な
こ

と
に
挑
戦
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　
現
在
、
私
自
身
も
、
仕
事
や
日
々
の

生
活
の
中
で
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支

え
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
娘
に
は
、
周
り
の
方
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
大
切
に
す
る
人
に
育
っ
て
も

ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
親
と
し
て
は
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
し

ま
い
ま
す
が
、
今
は
、
毎
日
モ
リ
モ
リ

食
べ
て
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
で
元
気
に

過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
！
　
こ
れ
に
尽

き
ま
す
︵
笑
︶。

Belief

1978年，神奈川県生まれ。1994年にデビューし，ドラマ・バラエ
ティー・情報番組などに多数出演。2010年にプロライフセイバー
の飯沼誠司と結婚し，2015年に長女を出産。現在でも，テレビ・
ラジオなど幅広く活動中。

中山 エミリ
Emiri  Nakayama

タレント

新
し
い
生
活
科
の
教
科
書
に
は
、
主
体
的
に
取
り
組
み
、

対
話
に
満
ち
た
全
国
の
子
ど
も
た
ち
の
実
践
写
真
が
載
っ
て
い
ま
す
。

深
い
学
び
へ
の
道
筋
や
、
学
び
と
学
び
の

つ
な
が
り
が
わ
か
る
工
夫
が
そ
こ
か
し
こ
に
あ
り
ま
す
。

低
学
年
の
こ
の
時
期
に
、
子
ど
も
た
ち
の＂ 

学
び
の
芽
＂ 

を
し
っ
か
り
と
育
て
、

他
教
科
や
、
3
年
生
以
降
の
あ
ら
ゆ
る
学
習
活
動
、

実
生
活
で
生
か
せ
る
力
を
育
む
教
科
書
で
す
。

〝

無
理
な
く
質
の
高
い
授
業〞

が

　
　で
き
る
教
科
書
を
つ
く
り
ま
し
た

「ポイント
解説」と

「教科書
をつくった

現場の

先生による
座談会」で

よくわかり
ます！

日
本

文
教

出
版

H
32

生
活

文
科

省
申

請
本
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・
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教
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み
ん
な
な
か
よ
し
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上
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みんなで「問い」がつくれて
「評価」もできる教科書です2-3

子どもの「学びの芽」を
しっかり育てる教科書です4-5

［ 座談会 ］
生活科が10倍楽しくなる教科書6-13

ここが変わった！

〝

無
理
な
く
質
の
高
い
授
業〞

が
で
き
る
教
科
書
を
つ
く
り
ま
し
た

1

〝

無
理
な
く
質
の
高
い
授
業〞

が
で
き
る
教
科
書
を
つ
く
り
ま
し
た

PB



くわしく 知
し

りたい ことは 何
なに

かな。
みんなで つかう 場

ば

しょや ものの 
やくそくは 何

なに

かな。

●みんなで あいさつを
　したよ。

●ようち園
えん

の 時
とき

に よく 来
き

たよ。

●いろいろな しゅるいの 本
ほん

が あるね。 ●本
ほん

が さがせて べんりだね。

●この 数
すう

字
じ

や 文
も

字
じ

は 何
なん

だろう。

●みんなの ものを 大
たい

切
せつ

に つかう。

●ゆっくり 歩
ある

く。

●しずかに する。

しせつの つかい方
かた

の 
やくそく

●地
ち

いきの 人
ひと

を しょうかいする 
　コーナーが あったよ。

●この へやは 何
なん

だろう。

何
な に

が あるかな。

　本
ほん

は 何
なん

さつ
あるのかな。

みんなが つかう 場
ば

しょへ
行
い

って みよう

ふりかえる
つ な げ る

　図
と

書
しょ

室
しつ

は 
みんなが つかう 
ところ なんだね。

20,123
ページも
見
み

てね

手
て
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　その他，場面に応じて子どもたちに語りかける

ように注意を促す「キャラクター」，授業中に確

認できる「側
そく

欄
らん

」や，ひと目で注意すべき点がわ

かる「アイコン」などを設置しています。

先生も子どもたちも楽しく使える教科書って本当ですか？

みんなで「問い」がつくれて
「評価」もできる教科書です

子どもが主体的・対話的に考え，学習の見通しをもつことがで

きる板書，グループワークや全体発表などの学習規律を，現場

の先生と一つずつつくり込みました。

「タイトル」と「めあて」を黒板に書き出すことで，教科書をもとにしてシンプ
ルに実際の授業へ落とし込むことができます！

 2020年度版 生活科教科書下巻p.14-15

下巻p.13
みんなで話し合った後，次にやって
みたいことをカードに書いている。

下巻p.17
わかったことと，次の課題を書いて
いる（図書カードをつくったから，そ
れを使って本を借りたい）。

下巻p.19
単元を終えて学びが深まり，次の
活動への意欲がわいている（もっ
と他の場所も調べたい）
→下巻p.62からの「町たんけん２」
へつながる。

みんなで つかう 場
ば

しょや ものを 
大
たい

切
せつ

に して 正
ただ

しく つかおう。
みつけた よさを つなげたり 
まとめたり しながら つたえ合

あ

おう。

　本
ほん

だなに 番
ばん

ごうが
ついて います。

　だから すぐに
さがせるんだね。

　ありがとう
ございました。

　本
ほん

を さがしやすく
するための くふうだね。

　もっと ほかの
場
ば

しょも　
しらべたいです。

みんなに つたえたいな。
たんけんを ふりかえろう

ふり
かえる

つなげる

114,117
ページも
見
み

てね

18 19
下巻p.18
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（例）下巻 町たんけん１
          みんなで つかう
           場しょへ行こう

下巻p.12

下巻p.16

下巻p.18

学びの連続性
小単元ごとに振り返りを大事にしました。

学びを深め，定着させるだけでなく，次の

課題を見つけたり，実生活や他教科等の学

習へと関連させたりして，「次へつなげる」

ことができる教科書です。

「めあて」と「評価」がわかる
一つの単元を通すと必ず三つの柱が網羅され，単元ごとに繰り返し学べます。

先生にはおさえるべきポイントが，子どもには「何をどう学ぶのか」がはっきりわ

かります。これらの「めあて」は活動の「評価規準」にもなります。先生の

見取りはもちろん，子どもどうしで評価したり，自己評価したりすることもできます。

Q

振り返りで
学びを深め，
次へつなげる

2

よい授業は導入から！！1
「学習の展開」は
本冊子p.4-5で！

知識及び技能 思考力，判断力，
表現力等

学びに向かう力，
人間性等

「問い」をつくるのは本来，教師の
醍醐味だと思いますが，慣れてい
ない先生や，時間がない場合などは，
教科書にある「タイトル」や「めあ
て」をどんどん活用してください！

小単元ごとに1～3個，
内容に合わせて表示

思考ツールとICT機器
の活用例。子どもた
ちは，「こんなふうに思っ
たことを整理すればい
いんだ」とわかる。イ
ラストで「考えるため
の技法」を例示

発表内容に対して思っ
たことを話し合う

発表している子に目線
を合わせて話を聞く

「学びのまど」
学習活動を振り返ったり
つなげたりするコーナー

「子どもの思いや願い」
先生が子どもたちの気持ちを
感じ取るためのヒントになる

「学習のめあて」
育成すべき資質・能力の三つの柱に基づいた
「めあて」を低学年の子どもたちにもわかり
やすい言葉で示している

振り返って，次の課題へつなげ
ている（本の数を知りたい）

「タイトル」
その授業で何をすべきかが
端的にわかる

適宜この位置に入る

授業準備が効
率化できて，

教師の負担も
軽減できる！

それでいて授
業の質が

担保できる！

めあてをもとにみんなで考えたら，やってみたいことがたくさん出てきたよ！

子どもの主体的な 学びを促す工夫

◆ かみなりが なったら 
　 たてものの なかへ にげよう。

◆ しらない ひとに ついて 
　 いかないように しよう。

◆ じしんが きたら あたまを 
　 まもって ふるい たてものや 
　 かべから はなれよう。

◆ こまった ことが あったら 
　 すぐに そうだんしよう。

◆ とうげこうの ときは 
　 みに つけよう。

●ひなんくんれん

　なにに 
きを つけたら
いいのかな。

●あわてないで ひなんしよう。

●じしんが きたら つくえの したに かくれよう。

がっこうの あんぜん

　あんぜんに 
きを つけてね。

みの  まわりの  あんぜん

134
ぺえじも
みてね

みんなで まもろう

つうがくろの あんぜん

● なにが はいって 
　 いるのかな。

●  がっこうの いりぐちが しっかり 
しまって いるね。

● がっこうや いえの 
　 ちかくにも あるかな。 1716 17

スタートカリキュラムで【防災】【日常の安全】

2020年度版 生活科教科書上巻p.16-17
子どもたちが毎日を安全に過ごせるよう，4月に必ずおさ
えておきたい安全事項です。

あんぜん けんこう

おうだんほどう
　右

みぎ

 左
ひだり

 もう いちど 右
みぎ

を 
たしかめてから わたる。

　かえって きた ときは いえに 
だれも いなくても 「ただいま」と 
いって 入

はい

る。

　ひとりで るすばんを して いる 
ときは しらない 人

ひと

が きても 
ドアを あけない。

せまい みち
　一

いち

れつに なって どうろの 
右
みぎ

はしを あるく。

雨
あめ

の 日
ひ

　かさは まえが 見
み

えるように さす。
水
みず

たまりは さけよう。

あ
る
い
て
い
る
と
き

い
え
に
い
る
と
き

あんぜん けんこう
あそんで いる とき

ひとりで あそばない。

子
こ

どもだけで 川
かわ

や いけ，うみに 
入
はい

らない。

じてん車
しゃ

　ヘルメットを かぶって どうろの 
左
ひだり

がわを はしる。

早
はや

ね 早
はや

おき あさごはん

手
て

あらい うがい はみがき 　あつい ときは 日
ひ

かげで 休
やす

んだり 
こまめに 水

みず

を のんだり しよう。

い か の お す し

お は し も お か し も

　しらない 人
ひと

の 車
くるま

に 
のらない。

　からだを つかまれたら 
おおきな こえを 出

だ

す。
　あぶないと おもったら 
すぐ にげる。

　こわい ことが 
あったら しらせる。

　しらない 人
ひと

に 
ついて いかない。

い か

お さ な い 。 は し ら な い 。

か けない

し ゃ べ ら な い 。 も ど ら な い 。

の お す し

※ とも いうよ。

ほどう
　なるべく 車

しゃ

どうから はなれた 
ところを あるく。
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巻末図鑑でいつでも確認【防災】【日常の安全】

2020年度版 生活科教科書上巻p.134-135
安全・健康に関する基本事項をまとめました。

下巻p.14

使える「板書」と「学習場面」

  「安全」「安心」は，子どもたちの豊かな学習生

活を支える「生活の基盤」です。だからこそ，日

文生活科の教科書は，徹底的に安全，安心にこだ

わりました。

　新版では，人的災害，自然災害，交通災害とい

う従来の観点に加え，熱中症やアレルギー，危険

な動植物への注意喚起など「日常の安全確保」も
重視しています。

　子どもにとって初めての学校生活となる1年時

から，「繰り返し」「多角的に」「子どもが自分に

引き寄せて考えられる」よう，安全や衛生，健康

に関する注意事項が登場します。

安全・健康面での注意点を子ども自身が
 “自分ごと”としてとらえられる構成

下巻
p.14-17を
振り返る
場面を例に

〝

無
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子どもの主体的な 学びを促す工夫

詳しくは日文生活科の
特設サイトへ！

気付きの質が高まる教科書って本当ですか？

子どもの「学びの芽」を
しっかり育てる教科書です

Q

子どもも先生も学習活動をよりイメージしやすくなるよう，
実際の授業の写真で教科書を構成しました。

また，低学年の子どもたちでも活用できる思考ツールや発想法を取り入れて，
無理なく，主体的・対話的で深い学びにつなげる工夫をしています。

「考えるための技法」の活用例を
学習活動にふんだんに取り入れています

全国各地で学んでいるリアルな“友だち”

の姿に，教科書を見る子どもたちは好奇

心を刺激され，想像を巡らせていきます。

そのことにより，気付きが具体的になり，

学習活動の見通しをもつことができます。

新学習指導要領では，見つける，比べる，たとえる，試す，見通す，

工夫するなどの「考えるための技法」の活用が求められています。

本教科書では，その技法を活用した授業の展開例を「具体的に」「繰

り返し」示しています。

子どもたちが身に付けたスキルは，他教科や3年生以降のあらゆる
学習活動に役立てることができます。日文では，低学年のこの時
期だからこそ，「学びの芽」をしっかりと育みたいと考えています。

飼育する生きものにとって，よい環境を「見つける」「比べる」

子どもたちの思考を可視化するのに有効なマトリックスを使っ

て，生きものの飼育環境を考える場面。あえて空欄を残すこ

とで子どもたちの気付き，それに対する教師の問いかけを促

します。一人の気付きをみんなの気付きにしていきます。

教科書には，本当に楽しそうに
活動する子どもたちの姿がたく
さん載っています。写真について
「どう思う？」となげかけるだけ
で授業が始められますよ。

作品例や学習カードは，全国
各地の実践を徹底取材して集
めた資料をベースに，教科書
として必要な観点を盛り込み，
つくり上げています。

上巻p.84

上巻 p.40

上巻 p.75

下巻p.71

下巻p.102

「考えるための技法」の活用例

上・下巻の巻末図鑑「ちえ

とわざのたからばこ」で，「考
えるための技法」のページ
を設けています。

巻末図鑑で…

学習カードで…
「学習カード」においても「考

えるための技法」の活用を促し，

気付きのヒントを繰り返し提

示することで，無理なく学び

を深めます。

創意工夫と対話に
満ちた実践写真が
子どもの「知りたい！」
「やってみたい！」を
かき立てます

小単元の導入場面で…

見通す

工夫する
試す

思いやり

学びに向かう力

公共のルール

結びつける

結びつける

挨拶

学びに向かう力

感謝の気持ち

上巻p.7

町探検の振り返りで，訪問先である図書室に

お礼のメッセージを伝える学習活動。子どもた

ちが「心に残ったことは何か」「これからどうし

ていきたいのか」などを考えやすくする手立てと

して例示しています。この作品例では，感謝の

気持ちをもつだけでなく，相手意識と目的意識

を明確にして，自分自身の活動を振り返るメッセー

ジの例を豊富に紹介しています。

気
き

もちの つたえかた
あいさつ 気

き

もちを つたえる ことば
● あい手

て

を 見
み

て げん気
き

に 
　 あいさつしよう。
● 気

き

もちを こめて 
　 あいさつしよう。
● えがおで あいさつしよう。

● じぶんの 気
き

もちを 
　 つたえよう。
● あい手

て

の 気
き

もちも 
　 かんがえよう。

　おはよう
ございます。

こんにちは。
ただいま。

どうぞ。

いただきます。

さようなら。

はい。げん気
き

です。

しつれいします。

おじゃまします。

おかえりなさい。

いらっしゃい。

ごちそうさまでした。

いってきます。

ありがとう。

ありがとう。

ごめんなさい。
うれしいな。

上
じょう

手
ず

だね。

どうしたの。
おやすみなさい。

いってらっしゃい。

127126

2020年度版 生活科教科書上巻p.126-127
他教科でも役立つスキルが身に付きます。

　子どもの引き出しを増やすために，主体的に知

識及び技能を身に付けることができる豊富な図鑑・

資料を用意しました。野菜の栽培図鑑，おもちゃ

図鑑など単元に深く関連する内容は，ポケット図

鑑として各単元内に載せています。

　巻末図鑑の「ちえとわざのたからばこ」には，

考える技，観察の仕方，発表の仕方など，いつで

もどこでも使える知識や知恵，技が身に付く「学

び方図かん」と，安全，生活習慣，動植物図鑑を

まとめた「しぜん・生活図かん」を収録しました。

必要な知識及び技能，習慣が身に付く図鑑・資料
「ちえとわざのたからばこ」「ポケット図かん」

　国語との関連から正しい字，文章の書き方が学べる
よう，教科書体に準じたフォントを使用し，文頭は一
字下げしています。また，学習カードや作品の手書き
の文字には，ハネ・トメが正確なものを用いています。

学習しやすいフォントを採用

　子どもの体への負担を考え，より軽い用紙を採用し
ました。これにより教科書の重量を現行教科書より15パー
セントほど削減しました。

教科書の軽量化

上巻p.37，38，40，42，44

完成！

　初めて使う教科書に親しみを感じられるよう，小さ
な“あそび要素”を取り入れています。上巻では数ペー
ジを「やまおり」することで，植物の成長過程が一覧
できる立体のしかけ「栽
培ごよみ」をつくりました。

植物の成長が見える「やまおり」加工

下巻p.19

下巻p.50

下巻p.85

〝

無
理
な
く
質
の
高
い
授
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が
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り
ま
し
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〝

無
理
な
く
質
の
高
い
授
業〞

が
で
き
る
教
科
書
を
つ
く
り
ま
し
た
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写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
通
し
て
、

学
習
の
つ
な
が
り
や
、

考
え
る
た
め
の
技
法
を
明
示

山
中
　
今
回
こ
の
﹁
新
版
生
活
科
教
科

書
︵
以
下
、
教
科
書
︶﹂
を
つ
く
る
と
き
、

私
た
ち
制
作
に
関
わ
っ
た
教
員
が
真
っ

先
に
考
え
た
の
は
、﹁
先
生
も
子
ど
も
も
、

楽
し
く
使
え
る
教
科
書
に
し
よ
う
﹂
と

い
う
こ
と
で
し
た
よ
ね
。
そ
の
思
い
が

随
所
に
生
き
た
教
科
書
に
な
っ
た
と
、

私
は
思
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
写
真
。
こ
の
教
科
書
に
掲

載
し
た
の
は
、
本
当
の
実
践
の
な
か
で

撮
っ
た
写
真
ば
か
り
。
だ
か
ら
ど
れ
も
、

す
ご
く
リ
ア
ル
で
す
ね
。
子
ど
も
た
ち

が
見
れ
ば
き
っ
と
、﹁
わ
た
し
た
ち
も
、

こ
ん
な
の
や
っ
て
み
た
い
！
﹂
っ
て
思

う
だ
ろ
う
し
、﹁
よ
し
、
自
分
た
ち
は

こ
の
写
真
の
子
た
ち
の
上
を
い
っ
て
や

ろ
う
！
﹂
と
挑
戦
し
て
く
れ
れ
ば
、
教

科
書
を
つ
く
っ
た
立
場
と
し
て
は
、
も
っ

と
う
れ
し
い
で
す
よ
ね
。
私
は
こ
の
教

科
書
が
、
そ
ん
な
存
在
に
な
る
と
い
い

な
と
思
っ
て
ま
す
。

石
堂
　
た
し
か
に
写
真
へ
の
こ
だ
わ
り

は
、
す
ご
か
っ
た
で
す
よ
ね
︵
笑
︶。

下
巻
30
・
31
ペ
ー
ジ
の
、
野
菜
づ
く
り

の
小
単
元
に
、
野
菜
づ
く
り
の
名
人
を

囲
ん
で
、
子
ど
も
た
ち
が
ナ
ス
や
ト
マ

ト
の
世
話
の
し
か
た
を
、
教
え
て
も
ら
っ

て
い
る
写
真
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
野
菜

名
人
が
、﹁
わ
き
め
を
つ
む
ん
だ
よ
﹂

と
説
明
し
な
が
ら
、
実
際
に
ナ
ス
の
脇

芽
摘
み
を
し
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が

興
味
津
々
で
見
守
っ
て
い
る
。

　

2
年
生
っ
て
、＂
脇
芽
＂
な
ん
て
考

え
て
み
た
こ
と
も
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
自
分
た
ち
が
植
物
を
育
て
る
と
き

だ
っ
て
、
芽
と
い
う
芽
は
あ
た
り
ま
え

に
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

で
も
こ
の
写
真
を
見
た
子
ど
も
た
ち

は
き
っ
と
、
野
菜
名
人
の
言
葉
を
ヒ
ン

ト
に
、
自
分
た
ち
も
写
真
の
中
に
入
り

込
ん
で
考
え
始
め
ま
す
。﹁
そ
う
か
、

そ
う
や
っ
て
、
大
き
な
実
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
る
ん
だ
ね
﹂
と
か
、﹁
な
ぜ

わ
き
め
を
つ
む
と
、
大
き
な
実
が
な
る

ん
だ
ろ
う
？
﹂
と
か
ね
。
写
真
は
、
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
る
ん
で
す
。

　

で
、
も
っ
と
よ
く
見
る
と
、
31
ペ
ー

ジ
で
脇
芽
摘
み
に
使
っ
て
い
る
ハ
サ
ミ
は
、

次
の
32
ペ
ー
ジ
で
、
子
ど
も
た
ち
自
身

が
野
菜
の
収
穫
に
使
っ
て
い
る
も
の
と
、

ま
っ
た
く
同
じ
も
の
で
す
。
そ
う
い
う

つ
な
が
り
も
意
識
し
て
写
真
を
選
ん
で

る
。
だ
か
ら
こ
の
小
単
元
は
、
活
動
の

流
れ
が
よ
り
理
解
し
や
す
く
、
よ
り
身

近
な
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

小
笠
原
　
今
回
、
写
真
を
選
ぶ
中
で
、

改
め
て
見
る
と
、
本
物
の
実
践
写
真
と

モ
デ
ル
写
真
と
で
は
、
子
ど
も
の
表
情

生
活
科
が
10
倍
楽
し
く
な
る
教
科
書

座談会

研
究
者
の
先
生
は
も
と
よ
り
、
現
場
の
先
生
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
深
く
関
わ
っ
て
、﹁
誰
で
も
使
い
や
す
い
教
科
書
﹂
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
が
楽
し
く
学
べ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
生
活
科
を
教
え
る
先
生
に
は
﹁
わ
か
り
や
す
く
﹂、

ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
に
は
﹁
よ
り
深
く
楽
し
い
授
業
﹂
に
向
け
て
、﹁
め
あ
て
﹂
か
ら
活
動
の
流
れ
、

次
の
学
習
と
の
つ
な
が
り
ま
で
、
授
業
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
が
満
載
の
座
談
会
で
す
！
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●はを 食
た

べる 虫
むし

が ついたよ。

●まずは 自
じ

分
ぶん

で しらべたよ。

●大
おお

きく なったから しちゅうを 足
た

したよ。

●名
めい

人
じん

に しつもんしたよ。

しらべよう たずねて みよう

みんなで かいけつしよう

　そう すると 
大
お お

きな みが 
できるんですね。

　わきめを 
つむんだよ。

　こまった ことの 
わけを まとめて みると 
何
な に

が わかるかな。

こまった 時
と き

は どう すれば いいのかな。
野
や

さいの せわを つづけよう

こまった ことの わけを 
まとめて みよう。

野
や

さいを そだてる 時
とき

に 
気
き

を つける ことは 何
なに

かな。

こまったな…

くふうしたよ

もっと おいしく するために

38,115
ページも
見
み

てね

手
て

を あらおう
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石堂 裕 Ishidou Hiroshi

兵庫県たつの市立新宮小学校
主幹教諭

［なぜ，小学校の先生に？］
身近な家族が教員だったため，小学生のころ
から「先生になる」と決めていました。小学
校に決めたのは，教育実習での１年生との出
会いです。授業の難しさを実感して，「もっと
究めたい」と思ったことが，今も私自身を支え
ています。

「ピンチがチャンス！」
授業では，「ま（待つ）つ（つなげる）の
（のせる）き（気付かせる）みと（認める）」。 

my belief

八木 美香 Yagi Mika

東京都港区立芝浦小学校
主任教諭

［なぜ，小学校の先生に？］
元々はピアノの勉強をしていました。子どもたち
と歌ったり，踊ったりすることが大好き。体を動
かすことが大好き。お出かけすることが大好き。
工作することも大好き。子ども一人ひとりの「楽
しい♪」の表情が何より大好き。

「楽しい♪」の中に学びあり。 
my belief

山中 昭岳 Yamanama Akitaka

さとえ学園小学校　教諭
［なぜ，小学校の先生に？］
給食，遠足，修学旅行。楽しく，変化いっぱ
いの毎日が過ごせ，誰よりも一番近くで子ども
たちの成長する姿をみることができるから。

教師自身が一番の学び手であれ!!
my belief

小笠原 さちえ Ogasawara Sachie

東京都大田区立久原小学校
主任教諭

［なぜ，小学校の先生に？］
小学校の卒業文集に「幼稚園の先生になりたい」
と書いたと思います。幼稚園教諭として10年間勤務
した後，「幅広く子どもたちと関わることができる人に
なりたい！」と思い，現在の道に至りました。

 「笑う門には福来る」
「笑顔がいっぱいの教室にも福がたくさん訪れる！」
と信じています。

my belief

このマークがあるページで，
それぞれの先生が動画メッセー
ジを発信しています。
（本マークは小笠原先生です）

生
活
科
が
10
倍
楽
し
く
な
る
教
科
書

7

生
活
科
が
10
倍
楽
し
く
な
る
教
科
書

6
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も
動
き
も
、
ま
る
で
違
う
ん
で
す
。
実

践
写
真
は
、
子
ど
も
た
ち
の
真
剣
な
ま

な
ざ
し
や
素
直
な
表
情
が
た
く
さ
ん
で

す
。
し
か
し
、
モ
デ
ル
写
真
は
、
演
出

が
入
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
ん
で
す
よ
。

見
比
べ
て
み
て
、
明
ら
か
な
違
い
を
感

じ
ま
し
た
。

石
堂
　
は
い
、
だ
か
ら
こ
の
教
科
書
を

使
う
子
ど
も
た
ち
は
、
写
真
の
中
の
友

だ
ち
と
、
同
化
し
て
い
く
。
そ
し
て
そ

う
い
う
気
持
ち
に
な
る
と
、
自
然
と
活

動
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
。

八
木
　
私
は
下
巻
で
扱
う
﹁
町
た
ん
け

ん
﹂
の
写
真
選
び
を
し
た
ん
で
す
け
ど
、

と
に
か
く
い
っ
ぱ
い
写
真
が
あ
っ
て
、

も
う
大
変
︵
笑
︶。
下
巻
17
ペ
ー
ジ
に
は
、

街
の
図
書
室
を
訪
ね
た
子
ど
も
た
ち
が
、

司
書
の
先
生
か
ら
﹁
お
は
な
し
会
﹂
の

説
明
を
聞
い
て
い
る
写
真
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
先
生
が
と
て
も
表
情
豊
か
に
話
さ

れ
る
方
だ
っ
た
の
で
、
あ
が
っ
て
き
た

写
真
も
一
つ
ひ
と
つ
表
情
が
違
う
ん
で

す
。
そ
の
な
か
か
ら
、﹁
ど
ん
な
話
を

小
笠
原
　
子
ど
も
た
ち
が
思
い
や
願
い

を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
は
、
私
自
身
、
日
頃
か
ら
大
切
に

し
て
い
ま
す
。﹁
あ
き
の
も
の
で 

つ
く
っ

て
あ
そ
ぼ
う
﹂の
活
動
を
す
る
と
き
、拾
っ

て
き
た
木
の
実
や
葉
っ
ぱ
で
す
ぐ
オ
モ

チ
ャ
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
み
ん
な

で
何
日
も
か
け
て
、
少
し
ず
つ
秋
の
も

の
を
集
め
て
み
る
の
も
い
い
と
思
い
ま

す
。
す
る
と
や
が
て
、﹁
う
わ
あ
、
こ

ん
な
に
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
よ
！　

こ

れ
で
遊
び
た
い
！
﹂
と
い
う
声
が
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
飛
び
出
し
て
く
る
。
そ

し
て
素
材
で
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
、
そ

こ
か
ら
何
か
を
つ
く
っ
た
り
、
あ
れ
こ

れ
工
夫
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
う
い
う
流
れ
を
つ
く
る
た

め
に
環
境
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。

石
堂
　
そ
う
い
う
点
で
も
、
こ
の
教
科

書
に
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
学
び
の
ヒ

ン
ト
、先
生
へ
の
授
業
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
、

聞
く
こ
と
が
で
き
る
か
な
﹂
と
い
う
説

明
文
に
一
番
合
う
1
枚
を
、
も
う
一
人

の
先
生
と
一
生
懸
命
に
選
び
ま
し
た
。

大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、
と
に
か
く
楽
し

い
作
業
で
し
た
。

石
堂
　
イ
ラ
ス
ト
に
つ
い
て
も
、か
な

り
意
識
し
ま
し
た
ね
。教
室
環
境
が
見

え
る
よ
う
に
と
か
、学
習
の
見
通
し
が

も
ち
や
す
い
よ
う
に
と
か
。下
巻
18
ペ
ー

ジ
の
板
書
の
イ
ラ
ス
ト
は
象
徴
的
で
す
。

ク
ラ
ス
で
一
人
の
子
が
発
表
を
し
て
る

ん
だ
け
ど
、聞
い
て
い
る
子
が
発
表
し

て
い
る
子
に
目
線
を
合
わ
せ
て
い
た
り
、

﹁
き
っ
と
こ
う
い
う
意
味
だ
よ
ね
﹂と
隣

の
子
と
話
す
子
が
い
た
り
、教
室
の
リ

ア
ル
な
動
き
を
表
現
し
た
つ
も
り
で
す
。

山
中
　
い
ま
石
堂
先
生
が
例
に
あ
げ
た

下
巻
18
ペ
ー
ジ
の
イ
ラ
ス
ト
っ
て
、﹁
町

た
ん
け
ん
1
﹂
の
単
元
で
、
地
元
の
図

書
室
を
見
学
し
た
あ
と
、
教
室
で
振
り

返
り
を
し
て
い
る
場
面
で
す
よ
ね
。
発

表
を
し
て
い
る
子
ど
も
の
後
ろ
に
は
、

大
き
な
黒
板
が
描
か
れ
て
い
て
、
だ
い

ぶ
授
業
が
進
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
、

そ
の
両
方
に
つ
い
て
ふ
ん
だ
ん
な
仕
掛

け
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

　

一
つ
は
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
の
﹁
吹
き

出
し
﹂
で
す
ね
。﹁
あ
き
の
も
の
で 

つ

く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
﹂
で
は
、
い
ろ
ん
な

形
の
ド
ン
グ
リ
ご
ま
で
、
子
ど
も
た
ち

が
遊
ん
で
い
る
写
真
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
の
子
ど
も
の
一
人
に
、﹁
ま

わ
り
か
た
が 

ち
が
う
ね
﹂
と
書
い
た

吹
き
出
し
が
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
が
﹁
つ

ぶ
や
き
﹂
で
す
。

　

こ
の
吹
き
出
し
を
読
ん
だ
子
ど
も
た

ち
は
、﹁
ド
ン
グ
リ
に
よ
っ
て
、
ま
わ

り
か
た
が
ち
が
う
ら
し
い
よ
。
本
当
か

な
？
﹂
と
考
え
た
り
、
自
分
で
や
っ
て

試
し
て
み
よ
う
、
丸
い
ド
ン
グ
リ
と
細

長
い
ド
ン
グ
リ
で
、
回
り
方
を
比
べ
て

み
よ
う
と
、
思
っ
た
り
す
る
。
試
す
、

比
較
す
る
と
い
う
の
は
、
考
え
る
た
め

の
技
法
で
す
。
教
科
書
で
も
、
ド
ン
グ

リ
ご
ま
の
回
り
方
の
違
い
に
気
付
い
た

と
こ
ろ
で
、
別
の
イ
ラ
ス
ト
が
﹁
い
ろ

み
ん
な
の
意
見
が
だ
い
ぶ
そ
の
黒
板
に
、

書
き
出
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
見
た
子
ど
も
た
ち
は
、﹁
こ

ん
な
ふ
う
に
、
思
っ
た
こ
と
を
整
理
す

れ
ば
い
い
ん
だ
﹂
と
わ
か
る
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
イ
ラ
ス
ト
自
体
が
、
考
え
る
た

め
の
技
法
を
ち
ゃ
ん
と
見
せ
て
く
れ
て

い
る
。

　
﹁
考
え
な
さ
い
﹂
と
言
う
だ
け
で
は
、

子
ど
も
は
何
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
考
え
る
た
め
の
ス
キ
ル

を
小
さ
い
頃
か
ら
教
え
る
こ
と
は
、
生

い
ろ
な
形
や
大
き
さ
で
試
し
て
み
よ
う
﹂

と
な
げ
か
け
て
い
ま
す
。
吹
き
出
し
が
、

次
の
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る

ん
で
す
。

　

だ
か
ら
先
生
た
ち
は
、
そ
う
い
う
子

ど
も
の
反
応
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
、
ぜ

ひ
吹
き
出
し
に
も
注
目
し
て
ほ
し
い
。

経
験
が
少
な
い
先
生
で
も
、
吹
き
出
し

を
注
意
し
て
見
て
い
く
と
、﹁
そ
う
か
、

子
ど
も
の
こ
う
い
う
つ
ぶ
や
き
を
拾
え

ば
い
い
ん
だ
﹂
と
か
、﹁
こ
こ
で
提
示

さ
れ
て
い
る
の
は
、
考
え
る
た
め
の
技

法
だ
な
﹂
と
か
、
簡
単
に
気
付
け
る
と

思
い
ま
す
。

八
木
　
こ
の
小
単
元
に
出
て
く
る
最
初

の
写
真
、
上
巻
の
84
ペ
ー
ジ
で
す
が
、

こ
こ
で
子
ど
も
た
ち
は
、
ド
ン
グ
リ
だ

の
葉
っ
ぱ
だ
の
、
ま
だ
オ
モ
チ
ャ
に
な
っ

て
い
な
い
＂
材
料
＂
そ
の
も
の
で
遊
ん

で
い
ま
す
。
子
ど
も
っ
て
、
こ
こ
か
ら

遊
び
を
始
め
る
ん
で
す
。
若
い
先
生
た

ち
は
、
自
分
た
ち
も
生
活
科
を
経
験
し

て
育
っ
て
来
て
い
ま
す
が
、
聞
い
て
み

る
と
、
オ
モ
チ
ャ
を
つ
く
っ
た
こ
と
は

覚
え
て
い
て
も
、
材
料
で
遊
ん
だ
こ
と

は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
若
い
先
生
に
も

ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
に
も
、﹁
子
ど
も
の

遊
び
は
、
材
料
に
触
れ
る
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
っ
て
い
る
﹂
と
思
い
出
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
と
て
も
参
考
に
な
る
ペ
ー

ジ
だ
と
思
い
ま
す
。

石
堂
　
こ
の
小
単
元
を
編
集
す
る
に
あ

た
っ
て
、
私
た
ち
み
ん
な
が
非
常
に
意

識
し
た
の
は
、﹁
動
き
﹂
な
ん
で
す
よ
ね
。

子
ど
も
た
ち
は
、
転
が
す
、
回
す
、
手

に
持
っ
て
振
る
と
い
っ
た
動
き
に
注
目

活
科
で
は
非
常
に
大
事
で
す
。
石
堂
先

生
も
、﹁
考
え
る
た
め
の
技
法
を
学
習

活
動
に
取
り
入
れ
る
﹂
と
い
う
文
章
を
、

﹁
生
き
活
き
う
ぃ
ー
く
る
﹂︵
14
ペ
ー
ジ

参
照
︶
に
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
け
ど
、

こ
う
い
う
具
体
的
な
技
法
を
教
え
る
こ

と
が
、
ま
ず
生
活
科
で
標
準
に
な
り
、

さ
ら
に
他
の
教
科
で
も
応
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

教
師
の
た
め
の
、

授
業
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
満
載

八
木
　
私
は
、
イ
ラ
ス
ト
が
載
っ
て
い

る
ペ
ー
ジ
は
、
先
生
の
た
め
の
ペ
ー
ジ

だ
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
。﹁
授
業
を
つ
く
っ

て
い
く
上
で
は
、
こ
う
い
う
板
書
が
必

要
な
ん
だ
よ
﹂
っ
て
、
多
く
の
先
生
に

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
す
ご
く

役
立
つ
と
思
う
ん
で
す
。

山
中
　
そ
う
で
す
ね
。
先
生
の
役
割
と

い
う
の
は
、
子
ど
も
に
何
か
を
教
え
込

む
こ
と
で
は
な
い
。
じ
ゃ
あ
先
生
は
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
こ
の
教
科
書

に
は
、
実
は
そ
の
具
体
的
な
や
り
方
が

示
さ
れ
て
い
る
。

　

上
巻
の
84
・
85
ペ
ー
ジ
、﹁
あ
き
の

も
の
で 

つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
﹂
と
い

う
小
単
元
に
は
、
ど
ん
ぐ
り
や
松
ぼ
っ

く
り
で
、
い
ろ
ん
な
オ
モ
チ
ャ
を
つ
く
っ

て
楽
し
そ
う
に
遊
ぶ
、
子
ど
も
た
ち
の

姿
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
写
真
を
先

生
が
ク
ラ
ス
に
見
せ
て
、﹁
ど
う
思
う
？
﹂

と
な
げ
か
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
子
ど

も
た
ち
か
ら
発
信
す
る
形
の
授
業
が
始

め
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
こ
う
い

う
写
真
か
ら
、
本
当
に
い
ろ
ん
な
こ
と

を
発
想
し
ま
す
か
ら
、
写
真
一
枚
見
せ

る
こ
と
か
ら
で
も
、
授
業
は
で
き
る
の

で
す
。

石
堂
　
そ
れ
に
こ
う
い
う
活
動
は
、
幼

稚
園
や
保
育
所
、
こ
ど
も
園
で
も
よ
く

取
り
入
れ
て
い
る
か
ら
、
子
ど
も
が
過

去
の
体
験
を
思
い
出
す
き
っ
か
け
に
な

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
、﹁
あ
っ
、

こ
れ
や
っ
た
こ
と
あ
る
！
﹂
な
ん
て
言

葉
が
飛
び
出
し
て
く
る
と
、
ま
だ
経
験

の
少
な
い
先
生
も
、﹁
な
る
ほ
ど
！
﹂
と
、

授
業
を
つ
な
い
で
い
け
ま
す
。
こ
の
教

科
書
は
、
そ
の
あ
た
り
も
よ
く
意
識
し

て
、
先
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う
に
つ

く
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
子
ど
も
の
﹁
つ

ぶ
や
き
﹂
も
拾
い
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

す
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
﹁
も
っ
と
！
﹂

に
つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
を
付
け
加
え
る
と
、

さ
ら
に
工
夫
や
こ
だ
わ
り
が
出
て
く
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
う
し
た

ヒ
ン
ト
を
、
吹
き
出
し
や
イ
ラ
ス
ト
を

使
っ
て
、
読
み
取
り
や
す
い
よ
う
に
し

た
つ
も
り
で
す
。

誰
に
で
も
一
目
で
わ
か
る
、

「
め
あ
て
」
と
「
評
価
」
の
ポ
イ
ン
ト　

小
笠
原
　
何
を
つ
く
る
か
よ
り
、
私
は

子
ど
も
た
ち
に
、
遊
び
の
中
で
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
気
付
い
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
が

様
々
な
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
環
境
を
教
師
が
つ
く
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

山
中
　
生
活
科
の
も
の
づ
く
り
の
特
徴

は
、
そ
れ
が
生
活
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
オ
モ
チ
ャ
を
つ
く
っ
て
、

そ
れ
を
使
っ
て
実
際
に
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。

小
笠
原
　
作
品
の
出
来
栄
え
で
は
な
い

で
す
よ
ね
。
そ
の
子
が
ど
ん
な
こ
と
を

試
し
て
、
工
夫
し
て
つ
く
っ
た
か
と
い

う
、
で
き
上
が
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
も

す
べ
て
含
め
て
評
価
す
る
。

山
中
　
じ
ゃ
あ
そ
れ
を
ど
う
見
取
る
か
、

ど
う
評
価
す
る
か
。
先
生
と
し
て
そ
れ

な
り
の
経
験
が
あ
れ
ば
、
感
覚
的
に
わ

か
る
け
れ
ど
、
若
い
先
生
た
ち
の
た
め

に
、
こ
の
教
科
書
に
は
﹁
見
取
り
﹂
の

ヒ
ン
ト
を
、
で
き
る
だ
け
盛
り
込
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
写
真
や
イ
ラ

ス
ト
を
使
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
﹁
つ

ぶ
や
き
﹂
を
た
く
さ
ん
載
せ
た
の
も
、

そ
う
い
う
意
図
か
ら
で
す
。

小
笠
原
　﹁
振
り
返
り
﹂
に
も
重
き
を

置
き
ま
し
た
よ
ね
。
そ
こ
か
ら
次
へ
つ

な
げ
て
い
け
る
よ
う
に
。

山
中
　
ど
の
ペ
ー
ジ
で
も
、﹁
め
あ
て
﹂

と
﹁
評
価
﹂
が
ち
ゃ
ん
と
わ
か
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
評
価
で
不
可
欠
な

の
は
ゴ
ー
ル
設
定
で
す
か
ら
、
こ
の
学

習
は
何
の
た
め
に
す
る
の
か
を
、
最
初

に
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
明
確
に
し

て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。そ
の
た
め
に
、

各
小
単
元
の
タ
イ
ト
ル
が
書
か
れ
た
ペ
ー

ジ
に
は
見
開
き
左
下
の
部
分
に
﹁
学
習

の
め
あ
て
﹂
欄
を
置
き
ま
し
た
。
そ
し

て
そ
こ
に
、
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力

の
﹁
三
つ
の
柱
﹂
に
基
づ
い
た
﹁
学
習

の
め
あ
て
﹂
を
、
低
学
年
の
子
ど
も
に
も
、

わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
示
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
い
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小

単
元
に
つ
い
て
、

﹁
こ
ん
な
こ
と
が

知
り
た
い
な
。
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る

子
ど
も
た
ち
への
学
び
の
ヒ
ン
ト
、先
生
への
授
業
づ
く
り
の

ヒ
ン
ト
に
つい
て
ふ
ん
だ
ん
な
仕
掛
け
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

板書例などのイラストが載っているページは、先生のためのペー
ジだと思ったんですよ。（八木美香）

■えき ■公
こう

園
えん

■交
こう

番
ばん

　あっ。 
でこぼこ
して いるよ。

　ささえて いる
人
ひと

にも 目
め

を
むけよう。

こんな ことも 
させて もらったよ。

みんなで つかう 場
ば

しょは ほかにも あるね。

●図
と

書
しょ

カードを つくって もらったよ。

●そうこにも こんなに たくさん あるんだね。 ●どんな 話
はなし

を 聞
き

く ことが できるかな。●図
と

書
しょ

室
しつ

の 本
ほん

の せい理
り

を 手
て

つだったよ。

●図
と

書
しょ

室
しつ

が しまって いても かりた 本
ほん

を かえす ことが できるよ。

どんな ことが できるかな。

もう いちど 行
い

って みよう

ささえて いる 人
ひと

と ふれ合
あ

いながら 
よさを みつけよう。

みんなで つかう 場
ば

しょや ものの 
つかい方

かた

が わかったかな。

20,134
ページも
見
み

てね

手
て

を あらおう

16 17

2020年度版 生活科教科書下巻p.17

みんなで つかう 場
ば

しょや ものを 
大
たい

切
せつ

に して 正
ただ

しく つかおう。
みつけた よさを つなげたり 
まとめたり しながら つたえ合

あ

おう。

　本
ほん

だなに 番
ばん

ごうが
ついて います。

　だから すぐに
さがせるんだね。

　ありがとう
ございました。

　本
ほん

を さがしやすく
するための くふうだね。

　もっと ほかの
場
ば

しょも　
しらべたいです。

みんなに つたえたいな。
たんけんを ふりかえろう

ふり
かえる

つなげる

114,117
ページも
見
み

てね

18 19

2020年度版 生活科教科書下巻p.18-19

おもちゃづくりの 
ちゅうい

●どの かたちが つかえそうかな。

　まわりかたが　
ちがうね。

なにを つくろうかな。
あきの もので つくって あそぼう

89,132
ページも
見
み

てね

　さっきと 
音
おと

が ちがうね。

　どんぐりを
かえて　
みようかな。

　いろいろな
かたちや 大

おお

きさで
ためして みよう。

●わたしかたに 気
き

を つける。

●まわりで はしらない。

●ごみは わける。

● どんぐりごま

● けん玉
だま

● 木
き

のみの おかし

● やじろべえ

● マラカス

みつけた ものの よさを　
生
い

かして つくって あそぼう。84 85

2020年度版 生活科教科書上巻p.84

生活科が
10倍楽しくなる教科書

座談会

教科書をつくるに
あたって、私は振
り返りから次の学
習活動への流れ
を意識しました。
（小笠原さちえ）

生
活
科
が
10
倍
楽
し
く
な
る
教
科
書

9

生
活
科
が
10
倍
楽
し
く
な
る
教
科
書

8
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か
な
？
﹂、

﹁
こ
れ
を
伝
え
た
い
な
﹂、

﹁
も
っ
と
や
っ
て
み
よ
う
﹂
と
い
う

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
子
ど
も
に
も
理

解
し
や
す
い
よ
う
、
ア
イ
コ
ン
付
き
で

載
せ
た
わ
け
で
す
。

　

小
単
元
の
最
初
で
、
こ
の
﹁
学
習
の

め
あ
て
﹂
を
見
て
お
く
と
、
先
生
に
は

そ
の
小
単
元
で
お
さ
え
る
べ
き
ポ
イ
ン

ト
が
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、
そ
の
小
単

元
で
﹁
何
を
ど
う
学
ぶ
の
か
﹂
が
、
は
っ

き
り
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

﹁
め
あ
て
﹂
は
、
活
動
の
﹁
評
価
﹂
に

も
つ
な
が
る
の
で
、
活
動
を
や
り
終
え

た
あ
と
で
、
ま
た
確
認
し
て
も
い
い
で

す
ね
。
個
人
的
に
は
、
先
生
が
評
価
す

る
た
め
と
い
う
よ
り
、
子
ど
も
ど
う
し

の
評
価
、
あ
る
い
は
子
ど
も
自
身
が
自

ら
の
成
長
を
評
価
す
る
た
め
に
、
使
っ

動
へ
の
流
れ
を
意
識
し
ま
し
た
。﹁
子

ど
も
が
こ
う
い
う
振
り
返
り
を
し
た
ら
、

き
っ
と
次
に
こ
う
言
う
と
思
う
﹂
と
い

う
流
れ
で
す
。
子
ど
も
の
姿
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
、
そ
こ
が
自
然
な
流
れ
と

し
て
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
に
、
配
慮

し
ま
し
た
。

石
堂
　
場
面
構
成
の
な
か
で
、
ど
う
次

へ
つ
な
い
で
い
く
の
か
も
、
ず
っ
と
考

え
続
け
ま
し
た
よ
ね
。
基
本
は
生
活
科

に
あ
る
﹁
学
び
の
連
続
性
﹂。
こ
れ
は

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
も
、
他
の
教

科
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
学
び

が
ず
っ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
、

子
ど
も
た
ち
に
も
先
生
に
も
、
確
実
に

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
教
科
書
を
目
指
し
た

わ
け
で
す
。

　
下
巻
14
・
15
ペ
ー
ジ
は
、﹁
み
ん
な

が
つ
か
う
場
所
へ
行
っ
て
み
よ
う
﹂
と

い
う
小
単
元
で
す
。
生
活
科
で
は
、
地

域
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
へ
施
設
訪
問
を

し
ま
す
が
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た
﹁
問

い
﹂
と
は
別
に
、
そ
の
場
へ
行
っ
た
こ

と
で
生
ま
れ
る
気
付
き
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
15
ペ
ー
ジ
で
は
、
図
書
室
を

訪
問
し
、
た
く
さ
ん
の
本
が
ぎ
っ
し
り

棚
に
並
ん
で
い
る
の
を
見
た
子
ど
も
が
、

﹁︵
図
書
室
に
︶
本
は
何
さ
つ
あ
る
の
か

な
？
﹂
と
振
り
返
る
。
そ
し
て
次
の
ペ
ー

ジ
を
パ
ッ
と
め
く
る
と
、次
の
小
単
元
が
、

﹁
も
う
い
ち
ど
行
っ
て
み
よ
う
﹂
と
呼

び
か
け
て
く
る
。
気
付
き
や
疑
問
か
ら
、

次
の
活
動
が
始
ま
っ
て
い
く
の
で
す
。

小
笠
原
　
そ
し
て
﹁
も
う
い
ち
ど
行
っ

て
み
よ
う
﹂
で
は
、
今
度
は
図
書
室
で

働
く
人
と
の
関
わ
り
が
出
て
き
ま
す
。

て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
笠
原
　
現
場
の
先
生
た
ち
み
ん
な
﹁
学

習
の
め
あ
て
﹂
を
、
子
ど
も
の
言
葉
で

伝
え
た
い
と
い
う
こ
と
で
考
え
が
一
致

し
ま
し
た
。
例
を
あ
げ
る
と
、
上
巻
60

ペ
ー
ジ
、﹁
な
つ
を
も
っ
と
た
の
し
も
う
﹂

の
小
単
元
は
、

﹁
な
つ
の
ひ
に
は
、

ど
ん
な
こ
と
を
た
の
し
め
る
か
な
﹂、

﹁
な
つ
だ
か
ら
で
き
る
あ
そ
び
は

な
に
か
な
﹂、

﹁
ど
う
す
れ
ば
も
っ

と
た
の
し
く
あ
そ
べ
る
か

な
﹂
の
三
つ
が
、﹁
学
習

の
め
あ
て
﹂
で
す
。

山
中
　
自
校
の
先
生
た
ち

が
授
業
を
参
観
に
来
た
と

き
に
も
、
め
あ
て
と
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
の
応
用
は
、
必

ず
見
せ
て
い
ま
す
。
先
生

私
の
学
校
で
も
、
最
初
の
訪
問
で
は
、

そ
こ
に
置
い
て
あ
る
も
の
へ
の
気
付
き

が
多
か
っ
た
。で
も
、﹁
も
う
い
ち
ど
行
っ

て
み
よ
う
﹂
で
再
訪
問
す
る
と
、
こ
の

図
書
室
に
は
こ
ん
な
に
す
て
き
な
人
が

い
る
ん
だ
と
、
関
心
が
＂
人
＂
へ
と
広

が
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
流
れ
も
、

今
回
の
教
科
書
で
は
上
手
に
お
さ
え
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。

石
堂
　
見
学
に
行
っ
た
あ
と
、
一
人
ひ

と
り
感
想
を
書
く
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

そ
の
一
人
ひ
と
り
の
振
り
返
り
が
、
み

ん
な
の
気
付
き
に
な
っ
て
い
く
と
い
う

流
れ
も
あ
り
ま
す
よ
。﹁
み
ん
な
が
つ

か
う
場
所
へ
行
っ
て
み
よ
う
﹂、﹁
も
う

い
ち
ど
行
っ
て
み
よ
う
﹂
と
学
び
を
重

ね
て
、
次
に
来
る
﹁
た
ん
け
ん
を
ふ
り

か
え
ろ
う
﹂︵
下
巻
18
・
19
ペ
ー
ジ
︶
に
、

に
も
子
ど
も
に
も
、
わ
か
り
や
す
い
評

価
の
規
準
に
な
り
ま
す
か
ら
ね
。
と
は

い
え
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
つ
く
る
の
は

な
か
な
か
難
し
い
の
で
、
こ
の
教
科
書

で
は
、﹁
学
習
の
め
あ
て
﹂
を
ど
ん
ど

ん
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
学
び
方
を
学
び
、

先
生
の
負
担
は
軽
減
す
る

石
堂
　
と
こ
ろ
で
、
授
業
づ
く
り
で
一

番
難
し
い
の
は
、﹁
問
い
﹂
の
つ
く
り

方
で
す
よ
ね
。
若
い
先
生
が
一
番
困
る

の
も
こ
の
部
分
で
す
。
そ
こ
で
下
巻

58
・
59
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。
見

開
き
左
上
、﹁
生
き
も
の
の
ひ
み
つ
を

つ
た
え
よ
う
﹂
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

タ
イ
ト
ル
は
、
本
時
で
何
を
す
べ
き
か

が
端
的
に
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
タ
イ
ト
ル
の
す
ぐ
下
に
は
、

黒
い
大
き
な
文
字
で
、﹁
子
ど
も
の
思

い
や
願
い
﹂
が
必
ず
書
い
て
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
﹁
わ
か
り
や
す
く
つ
た
え
た

い
な
﹂
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
す
ね
。
こ

の
部
分
は
、
先
生
が
子
ど
も
た
ち
の
気

持
ち
を
感
じ
取
る
た
め
の
、
ヒ
ン
ト
に

も
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
﹁
学
習

の
め
あ
て
﹂
を
加
え
て
授
業
の
構
成
を

考
え
て
い
く
と
、
授
業
準
備
を
効
率
化

し
て
、
先
生
の
負
担
も
軽
減
で
き
る
し
、

な
お
か
つ
授
業
の
質
も
担
保
で
き
ま
す
。

山
中
　
黒
板
に
そ
の
小
単
元
の
タ
イ
ト

そ
れ
が
よ
く
表
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

た
ま
た
ま
冒
頭
で
も
触
れ
た
、
板
書
の

イ
ラ
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ

で
す
が
、
一
人
ひ
と
り
の
気
付
き
を
、

黒
板
の
Y
チ
ャ
ー
ト
に
分
類
し
な
が

ら
ま
と
め
る
こ
と
で
、
み
ん
な
の
気
付

き
に
変
え
て
い
く
授
業
の
様
子
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
シ
ン
プ
ル
だ
け
れ
ど
、

と
て
も
重
要
な
流
れ
で
す
。

山
中
　
今
回
の
教
科
書
で
は
、
見
開
き

ペ
ー
ジ
の
右
下
に
、
随
所
で﹁
ふ
り
か

え
り
﹂カ
ー
ド
を
載
せ
て
課
題
を
示
し
、

そ
こ
か
ら
次
の
学
習
に
つ
な
ぐ
流
れ
を

つ
く
る
よ
う
に
し
ま
し
た
よ
ね
。﹁
ふ

り
か
え
り
﹂
カ
ー
ド
は
、
教
科
書
の
な

か
の
子
ど
も
た
ち
が
、
活
動
を
振
り
返

り
っ
て
書
い
た
カ
ー
ド
な
の
で
、
そ
れ

を
見
て
自
分
た
ち
も
そ
の
小
単
元
の
振

ル
＝
そ
の
時
間
に
す
る
こ
と
、
こ
こ
で

は
﹁
生
き
も
の
の
ひ
み
つ
を
つ
た
え
よ

う
﹂
を
書
き
出
し
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と

し
て
、
見
開
き
左
下
の
﹁
学
習
の
め
あ

て
﹂
に
あ
る
言
葉
を
、
書
き
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
教
科
書
を
も
と
に
、
す

ご
く
シ
ン
プ
ル
に
、
実
際
の
授
業
へ
の

落
と
し
込
み
が
で
き
る
ん
で
す
。

　
﹁
問
い
﹂
を
つ
く
る
の
は
教
師
の
醍

醐
味
で
、
本
来
楽
し
い
も
の
で
す
が
、

あ
ま
り
慣
れ
て
い
な
い
先
生
や
、
ベ
テ

ラ
ン
の
先
生
で
も
時
間
が
な
い
場
合
は
、

我
々
が
苦
労
し
て
つ
く
っ
た
︵
笑
︶﹁
学

習
の
め
あ
て
﹂
を
、
ど
ん
ど
ん
活
用
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
だ

け
で
、
何
を
す
る
の
か
、
何
を
身
に
付

け
る
の
か
が
明
確
な
授
業
が
で
き
ま
す
ね
。

　﹁
め
あ
て
﹂
を
も
と
に
話
し
合
う
と
、

課
題
も
子
ど
も
た
ち
か
ら
が
出
て
く
る

よ
う
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
。﹁
今
日
は

何
す
る
？
﹂
と
聞
く
だ
け
で
、
あ
れ
を

や
ろ
う
、
こ
れ
を
や
ろ
う
、
こ
の
前
は

こ
う
だ
っ
た
か
ら
、
今
日
は
こ
う
し
て

み
よ
う
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
ア
イ
デ
ィ
ア

が
出
て
く
る
ん
で
す
。

　

こ
の
教
科
書
で
、
子
ど
も
た
ち
に
﹁
問

い
﹂
を
つ
く
る
技
術
を
学
ん
で
も
ら
え

れ
ば
、
そ
れ
は
総
合
力
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。﹁
い
か
に
教
師
が
課
題
を

設
定
で
き
る
か
﹂
か
ら
、﹁
教
師
が
設

定
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
い

か
に
子
ど
も
た
ち
自
身
の
発
想
を
、
課

題
に
取
り
込
ん
で
い
け
る
か
﹂
へ
と
変

わ
っ
て
い
く
。
そ
れ
を
生
活
科
か
ら
実

現
で
き
る
の
で
す
。

石
堂
　
子
ど
も
た
ち
は
、生
活
科
で
や
っ

り
返
り
が
で
き
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
同
じ
く
見
開
き
ペ
ー
ジ

の
右
下
に
載
っ
て
い
る﹁
学
び
の
ま
ど
﹂

コ
ー
ナ
ー
は
、﹁
ふ
り
か
え
る 

つ
な
げ
る
﹂

と
書
い
て
あ
る
通
り
で
、
イ
ラ
ス
ト
と

吹
き
出
し
を
使
っ
て
、
活
動
か
ら
次
の

課
題
を
す
く
い
上
げ
た
り
、
実
生
活
に

つ
な
げ
た
り
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

石
堂
　
学
習
で
大
切
な
の
は
、
学
び
を

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
加
え
て
、
主
観

を
ど
う
客
観
に
変
え
て
い
く
か
、
い
か

に
一
人
の
気
付
き
を
み
ん
な
に
広
げ
て

い
く
か
で
す
。
最
初
は
教
師
の
手
立
て

が
必
要
で
す
。
図
書
室
を
訪
問
し
て
、

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
思
っ
た
こ
と
は
、

断
片
的
で
、
ま
だ
共
有
化
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
で
も
﹁
た
ん
け
ん
を
ふ
り
か
え

ろ
う
﹂
に
あ
る
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り

が
気
付
い
た
り
、
思
っ
た
り
し
た
＂
断

片
＂
は
、
教
室
で
発
表
し
て
黒
板
に
書

き
出
す
こ
と
で
可
視
化
さ
れ
、
み
ん
な

に
＂
共
有
＂
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
こ
で
も
ま
だ
終
わ
ら
な

い
の
が
、
こ
の
教
科
書
の
お
も
し
ろ
い

と
こ
ろ
で
、
下
巻
20
・
21
ペ
ー
ジ
の
﹁
ポ

ケ
ッ
ト
図
か
ん
﹂
と
い
う
見
開
き
コ
ー

ナ
ー
で
、﹁
町
の
こ
と 

も
っ
と
知
り
た

い
ね
﹂
と
し
て
、
町
に
は
も
っ
と
も
っ

と
い
ろ
ん
な
施
設
が
あ
る
と
紹
介
し
、

さ
ら
な
る
学
習
を
促
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

八
木
　
下
巻
99
ペ
ー
ジ
も
、
そ
の
い
い

例
で
す
。﹁
あ
そ
び
名
人
に
な
ろ
う
﹂

と
い
う
単
元
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
な
の
に
、

右
下
に
あ
る
﹁
ふ
り
か
え
る 

つ
な
げ
る
﹂

の
欄
で
は
、
自
分
が
つ
く
っ
た
オ
モ
チ
ャ

た
こ
と
は
、次
に
算
数
で
も
、国
語
で
も

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
よ

ね
。
低
学
年
ほ
ど
、
活
動
の
楽
し
さ
が

学
び
に
と
っ
て
絶
対
的
に
必
要
だ
か
ら
、

生
活
科
か
ら
始
め
た
ほ
う
が
、
で
き
る

こ
と
が
ス
ム
ー
ズ
に
増
え
て
い
く
。
そ

う
い
う
子
が
3
年
生
に
な
る
と
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
が
ス
タ
ー
ト
し
て
も
、

確
実
に
学
習
を
自
分
の
も
の
に
し
て
い

け
ま
す
。

山
中
　
そ
う
い
う
意
味
で
は
こ
の
教
科

書
っ
て
、﹁
学
び
方
を
学
ぶ
教
科
書
﹂

で
も
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

振
り
返
り
か
ら
次
の
学
び
へ
。

学
習
の
流
れ
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と

小
笠
原
　
教
科
書
を
つ
く
る
に
あ
た
っ

て
、
私
は
振
り
返
り
か
ら
次
の
学
習
活

2020年度版 生活科教科書上巻p.60

どう すれば もっと たのしく 
あそべるかな。

なつだから できる あそびは 
なにかな。

なつの ひには どんな ことを 
たのしめるかな。

●きもちが いいよ。●どう ちがうのかな。

●とびかたが
　ちがうね。

●きょうは みずが 
　すぐに きえたよ。

● みずで おえかき ● みずでっぽう

ふりかえる
つ な げ る

　なつやすみにも 
やって みたいな。

　すごく あつかったけれど 
たのしかったね。

あつい ときの 
ちゅうい

●こまめに みずを のむ。

●ひかげで やすむ。

●ぼうしを かぶる。

もっと たのしく あそびたいな。
なつを もっと たのしもう

62
ぺえじも
みてね

てを あらおう

あれるぎいに
きをつけよう

● どろあそび

● しゃぼんだま

60 61

どう すれば もっと たのしく 
あそべるかな。

なつだから できる あそびは 
なにかな。

なつの ひには どんな ことを 
たのしめるかな。

●きもちが いいよ。●どう ちがうのかな。

もっと たのしく あそびたいな。
なつを もっと たのしもう

● どろあそび

60

2020年度版 生活科教科書下巻p.58

　かいつづけるには
どう したら
いいかな。

　なかまの 
ところに もどして
あげよう。

わかりやすく つたえたいな。

生
い

きものに 親
した

しみを もって　
これからも 大

たい

切
せつ

に しよう。
かんさつを して みつけた ことを 
くふうして つたえよう。

生
い

きものの ひみつを つたえよう
116
ページも
見
み

てね

手
て

を あらおう

58 59

この教科書で子どもたちに
「問い」をつくる技術を学
んでもらえれば、それは
総合力につながっていき
ます。（山中 昭岳）

学びがずっとつながっていくこと
が子どもたちにも先生にも、確
実にイメージできる教科書を目
指したわけです。（石堂裕）

2020年度版 生活科教科書下巻p.14-15

くわしく 知
し

りたい ことは 何
なに

かな。
みんなで つかう 場

ば

しょや ものの 
やくそくは 何

なに

かな。

●みんなで あいさつを
　したよ。

●ようち園
えん

の 時
とき

に よく 来
き

たよ。

●いろいろな しゅるいの 本
ほん

が あるね。 ●本
ほん

が さがせて べんりだね。

●この 数
すう

字
じ

や 文
も

字
じ

は 何
なん

だろう。

●みんなの ものを 大
たい

切
せつ

に つかう。

●ゆっくり 歩
ある

く。

●しずかに する。

しせつの つかい方
かた

の 
やくそく

●地
ち

いきの 人
ひと

を しょうかいする 
　コーナーが あったよ。

●この へやは 何
なん

だろう。

何
な に

が あるかな。

　本
ほん

は 何
なん

さつ
あるのかな。

みんなが つかう 場
ば

しょへ
行
い

って みよう

ふりかえる
つ な げ る

　図
と

書
しょ

室
しつ

は 
みんなが つかう 
ところ なんだね。

20,123
ページも
見
み

てね

手
て

を あらおう

14 15くわしく 知
し

りたい ことは 何
なに

かな。
みんなで つかう 場

ば

しょや ものの 
やくそくは 何

なに

かな。

●みんなで あいさつを
　したよ。

●ようち園
えん

の 時
とき

に よく 来
き

たよ。

●いろいろな しゅるいの 本
ほん

が あるね。 ●本
ほん

が さがせて べんりだね。

●この 数
すう

字
じ

や 文
も

字
じ

は 何
なん

だろう。

●みんなの ものを 大
たい

切
せつ

に つかう。

●ゆっくり 歩
ある

く。

●しずかに する。

しせつの つかい方
かた

の 
やくそく

●地
ち

いきの 人
ひと

を しょうかいする 
　コーナーが あったよ。

●この へやは 何
なん

だろう。

何
な に

が あるかな。

　本
ほん

は 何
なん

さつ
あるのかな。

みんなが つかう 場
ば

しょへ
行
い

って みよう

ふりかえる
つ な げ る

　図
と

書
しょ

室
しつ

は 
みんなが つかう 
ところ なんだね。

20,123
ページも
見
み

てね

手
て

を あらおう

14 15

生活科が
10倍楽しくなる教科書

座談会

授
業
準
備
を
効
率
化
し
て
、先
生
の
負
担
を
軽
減
し
、

な
お
か
つ
授
業
の
質
も
担
保
で
き
る
。

生
活
科
が
10
倍
楽
し
く
な
る
教
科
書

11

生
活
科
が
10
倍
楽
し
く
な
る
教
科
書

10
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教科書

を
手
に
し
た
子
ど
も
が
、﹁
い
っ
し
ょ

に
あ
そ
ぼ
う
﹂
と
弟
を
誘
っ
て
い
ま
す
。

つ
く
っ
た
だ
け
で
終
わ
り
で
は
な
い
、

ま
だ
ま
だ
続
き
が
あ
る
よ
、
と
い
う
こ

と
な
ん
で
す
よ
ね
。

生
活
科
は
＂
生
活
＂
と
結
び
つ
き
、

３
年
生
以
降
の
学
習
に
も
つ
な
が
る

小
笠
原
　
生
活
科
で
は
、
生
活
を
楽
し

く
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

だ
か
ら
山
中
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ

う
に
、
自
分
自
身
の
生
活
に
生
か
す
こ

と
を
、
か
な
り
意
識
し
た
つ
く
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。

石
堂
　
生
活
科
の
最
大
の
目
的
は
、
生

活
者
を
育
て
る
こ
と
な
ん
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
教
室
外
へ
の
広
が
り
を
意
識

す
る
こ
と
が
す
ご
く
大
切
で
す
。
先
ほ

ど
﹁
町
た
ん
け
ん
﹂
の
活
動
の
話
が
出

ま
し
た
が
、
3
年
生
の
最
初
で
も
町
た

ん
け
ん
が
あ
る
で
し
ょ
。﹁
あ
、
2
年

生
の
時
、
こ
こ
見
た
よ
！
﹂
と
い
う
気

持
ち
か
ら
、
3
年
生
で
も
そ
の
先
の
学

習
︵
社
会
科
︶
に
す
ん
な
り
入
っ
て
い

け
る
。
そ
う
い
っ
た
つ
な
が
り
の
一
助

に
も
、
生
活
科
は
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
ね
。

山
中
　
段
階
的
な
学
び
と
い
う
こ
と
で

は
、
下
巻
で
取
り
組
む
﹁
町
た
ん
け
ん
﹂

の
活
動
を
、﹁
町
た
ん
け
ん
1
﹂、﹁
町

た
ん
け
ん
2
﹂
と
、
2
回
に
分
け
て
掲

体
的
な
学
び
方
は
、
教
科
書
で
き
ち
ん

と
お
さ
え
て
あ
る
の
で
、
こ
の
基
本
を

押
さ
え
る
こ
と
で
、
活
動
を
＂
学
び
＂

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。﹁
う
ち
の
学

校
に
は
ド
ン
グ
リ
は
な
い
け
ど
、
こ
れ

が
あ
る
ぞ
！
﹂
と
い
う
く
ら
い
、
子
ど

も
た
ち
が
燃
え
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い

で
す
よ
ね
。

＂
板
書
＂
に
、
徹
底
し
て
こ
だ
わ
っ
た

意
味
と
は
？

石
堂
　
冒
頭
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
今

回
の
教
科
書
で
は
、
板
書
や
教
室
内
の

掲
示
物
に
、
と
て
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た

よ
ね
。
上
巻
56
・
57
ペ
ー
ジ
と
74
ペ
ー

ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。
同
じ
掲
示
物
が

載
っ
て
い
る
で
し
ょ
？　

あ
る
授
業
で

使
っ
た
も
の
を
、
掲
示
物
の
形
を
借
り

て
、
別
の
授
業
の
学
び
の
ヒ
ン
ト
に
し

載
し
て
い
ま
す
。
下
巻
10
ペ
ー
ジ
か
ら

始
ま
る
﹁
町
た
ん
け
ん
1
﹂
で
は
、
公

共
施
設
に
ク
ラ
ス
全
員
で
行
き
、
町
た

ん
け
ん
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
。
そ
し
て

62
ペ
ー
ジ
か
ら
の
﹁
町
た
ん
け
ん
2
﹂

で
は
、
今
度
は
グ
ル
ー
プ
単
位
で
、
町

の
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
訪
ね
て
み
る
。

　
そ
の
経
験
は
、
社
会
科
に
も
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
そ

の
た
め
の
手
立
て
も
埋
め
込
ん
だ
し
、ワ
ー

ク
シ
ー
ト
も
真
似
し
て
書
け
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
と
に
か
く
こ
の

教
科
書
に
沿
っ
て
、
ぜ
ひ
や
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
と
、
私
は
言
い
た
い
︵
笑
︶。

石
堂
　
新
し
い
学
習
指
導
要
領
と
教
科

書
の
関
係
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
時
、

教
科
書
﹁
を
﹂
教
え
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、

教
科
書
﹁
で
﹂
教
え
る
よ
う
に
と
、
す

ご
く
強
調
さ
れ
ま
し
た
よ
ね
。
ま
さ
に

山
中
先
生
が
今
、
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で

す
。
私
た
ち
の
こ
の
教
科
書
は
、
探
究

の
＂
プ
ロ
セ
ス
＂
を
伝
え
て
い
る
ん
で

す
。
計
画
を
立
て
て
、
実
際
に
町
た
ん

け
ん
に
行
っ
て
み
る
。
課
題
を
見
つ
け

た
ら
、
も
う
一
度
行
っ
て
み
る
。
そ
の

流
れ
を
は
っ
き
り
見
せ
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
と
て
も
効
果
的
で
し
た
。

八
木
　
若
い
先
生
た
ち
が
、こ
の
教
科
書

の
使
い
方
を
勉
強
す
る
こ
と
で
、ほ
か
の

教
科
で
も
、
教
科
書
の
と
ら
え
方
が
理

解
し
や
す
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

て
い
る
ん
で
す
。
上
巻
56
ペ
ー
ジ
と
い

う
の
は
、
1
年
生
の
ま
だ
比
較
的
早
い

段
階
で
学
ぶ
単
元
な
の
で
、
発
達
年
齢

を
考
え
、
幼
稚
園
や
保
育
所
、
こ
ど
も

園
で
馴
染
み
の
あ
る
絵
や
カ
ー
ド
で
、

動
植
物
な
ど
を
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
い

る
の
も
見
て
取
れ
ま
す
ね
。

　

い
っ
ぽ
う
、
下
巻
50
ペ
ー
ジ
を
見
て

く
だ
さ
い
。
2
年
生
の
7
月
く
ら
い
で

学
ぶ
こ
の
単
元
に
は
、
情
報
を
マ
ト
リ
ッ

ク
ス
で
分
類
し
た
板
書
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
1
年
生
の
頃
と
比
べ
る
と
、

ず
い
ぶ
ん
進
歩
し
ま
し
た
。

山
中
　
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
は
、
子
ど
も
た

ち
の
思
考
を
可
視
化
す
る
た
め
の
、
優

れ
た
ツ
ー
ル
で
す
。
低
学
年
の
子
ど
も

た
ち
で
は
、
と
も
す
れ
ば
発
言
が
空
中

戦
の
よ
う
に
な
っ
て
、
何
を
言
っ
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の

ペ
ー
ジ
の
板
書
は
、
子
ど
も
た
ち
の
思

考
を
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
き
ち
ん
と

わ
か
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
参
考
と
し

て
、
ぜ
ひ
教
室
で
応
用
し
て
ほ
し
い
と

自
分
の
学
校
に
合
っ
た
形
で

教
科
書
を
使
お
う

八
木
　
ち
ょ
っ
と
﹁
町
た
ん
け
ん
﹂
に

戻
る
と
、
2
回
に
分
け
て
取
り
上
げ
た

1
回
目
は
、
訪
問
先
が
図
書
室
で
、
2

回
目
は
町
の
い
ろ
い
ろ
な
お
店
へ
の
グ

ル
ー
プ
訪
問
で
し
ょ
？　

自
分
で
も
や
っ

て
み
て
思
っ
た
け
れ
ど
、
ま
ず
公
共
施

設
、
そ
れ
か
ら
一
般
の
お
店
と
い
う
流

れ
だ
と
、
子
ど
も
た
ち
に
も
、
そ
れ
か

ら
先
生
た
ち
に
と
っ
て
も
、
ハ
ー
ド
ル

が
低
い
の
で
す
。
で
き
上
が
っ
た
教
科

書
を
見
な
が
ら
、
改
め
て
本
当
に
そ
の

通
り
だ
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

石
堂
　﹁
町
た
ん
け
ん
1
﹂
で
、
み
ん

な
で
出
か
け
る
と
、
こ
の
学
習
プ
ロ
セ

ス
は
こ
う
や
っ
て
動
い
て
い
く
ん
だ
と

わ
か
り
ま
す
。
そ
の
後
の
﹁
町
た
ん
け

ん
2
﹂
で
は
、
グ
ル
ー
プ
単
位
で
出
か

け
ま
す
。
1
と
2
に
期
間
を
置
い
て
実

施
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
1

学
期
の
﹁
町
た
ん
け
ん
1
﹂
と
比
べ
て
、

2
学
期
の
11
月
を
過
ぎ
る
頃
に
行
う
﹁
町

た
ん
け
ん
2
﹂
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

思
考
レ
ベ
ル
が
目
に
見
え
て
成
長
し
て

い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
文
字
量
も

増
え
る
し
、
他
の
子
ど
も
の
発
言
に
同

調
し
た
り
、
共
感
し
た
り
も
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
か
ら
ね
。

山
中
　
こ
う
し
た
活
動
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
の
実
態
に
応
じ
て
、
で
き
る
範

囲
で
行
え
ば
い
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。

こ
の
教
科
書
は
、
多
様
性
を
受
け
入
れ

る
教
科
書
で
す
か
ら
。

八
木
　
う
ち
の
学
校
が
あ
る
の
は
都
心

思
い
ま
す
。

小
笠
原
　
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、
こ
の

下
巻
50
ペ
ー
ジ
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
、
全

部
の
項
目
が
埋
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
ん
で
す
。
こ
こ
は
﹁
生
き
も
の
の

せ
わ
を
考
え
よ
う
﹂
と
い
う
小
単
元
で
、

板
書
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
は
、
横
軸
が
い

ろ
い
ろ
な
生
き
物
の
名
前
を
個
別
に
書

い
た
﹁
列
﹂、
縦
軸
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生

き
物
の
飼
育
に
必
要
な
、
容
器
に
入
れ

る
も
の
、
エ
サ
、
世
話
を
す
る
ポ
イ
ン

ト
を
示
す
﹁
行
﹂
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
も
一
部
の
マ
ス
に
し
か
書
き
込
み
が
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
メ
ダ
カ
の
世
話
の

ポ
イ
ン
ト
や
、
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
の
餌
が

何
か
な
ど
、
空
欄
部
分
は
子
ど
も
た
ち

が
考
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
よ
。

石
堂
　
完
成
し
た
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
は

な
く
、
空
欄
が
あ
る
状
態
で
の
途
中
経

過
を
見
せ
た
の
が
ミ
ソ
で
す
よ
ね
。
授

業
の
雰
囲
気
が
リ
ア
ル
に
伝
わ
る
し
、

子
ど
も
た
ち
は
き
っ
と
、﹁
あ
れ
？　

こ
こ
が
抜
け
て
る
よ
﹂
と
、
目
ざ
と
く

で
、
教
科
書
に
出
て
く
る
よ
う
な
自
然

環
境
に
は
な
い
ん
で
す
。
ド
ン
グ
リ
を

探
す
に
も
、
わ
ざ
わ
ざ
電
車
に
乗
っ
て

探
し
に
出
か
け
る
し
か
な
い
。
で
も
、

授
業
の
組
み
立
て
や
、
そ
の
授
業
で
何

を
目
指
す
の
か
、
子
ど
も
た
ち
に
ど
ん

な
力
を
つ
け
た
い
の
か
、
何
を
評
価
す

る
の
か
な
ど
が
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、
ド

ン
グ
リ
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
地
域
、
自
分
の
学
校
で
で
き
る

こ
と
で
、
応
用
す
れ
ば
い
い
の
で
す
。

山
中
　
上
巻
の
74
ペ
ー
ジ
か
ら
始
ま
る
、

﹁
き
せ
つ
と
あ
そ
ぼ
う
﹂
の
秋
の
単
元

を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
単
元
は
、﹁
き

の
う
、
お
月
見
を
し
た
よ
﹂、﹁
な
つ
と

は
ち
が
う
虫
の
こ
え
が
し
た
よ
﹂
と
い
っ

た
、
子
ど
も
た
ち
の
つ
ぶ
や
き
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、﹁
自

分
の
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
の
つ
ぶ
や

き
か
ら
、
課
題
を
つ
く
っ
て
い
け
ば
い

い
ん
だ
よ
﹂
と
い
う
、
先
生
に
対
す
る

ヒ
ン
ト
で
す
。

　

ド
ン
グ
リ
や
大
き
な
葉
っ
ぱ
が
身
近

に
な
く
て
も
、﹁
学
習
の
め
あ
て
﹂
や
具

見
つ
け
ま
す
よ
。
そ
こ
で
先
生
が
、﹁
本

当
だ
、
み
ん
な
は
こ
こ
に
何
が
入
る
と

思
う
？
﹂
と
問
い
か
け
る
こ
と
で
、
学

習
が
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

小
笠
原
　﹁
振
り
返
り
か
ら
次
の
学
び
へ
﹂

の
話
題
と
し
て
上
が
り
ま
し
た
が
、﹁
町

た
ん
け
ん
﹂︵
下
巻
18
・
19
ペ
ー
ジ
︶

で
も
、
図
書
室
訪
問
の
活
動
後
に
、
み

ん
な
の
意
見
を
ま
と
め
た
板
書
が
活
躍

し
ま
し
た
よ
ね
。
一
人
ひ
と
り
の
気
付

き
を
発
表
さ
せ
な
が
ら
、
こ
れ
は
図
書

室
の
人
の
こ
と
だ
ね
、
こ
れ
は
使
う
人

の
た
め
の
工
夫
だ
ね
、
こ
れ
は
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
の
こ
と
だ
ね
と
、
三
つ
に
分

け
て
、
Y
チ
ャ
ー
ト
に
ま
と
め
た
と

こ
ろ
を
載
せ
て
い
ま
す
。

八
木
　
今
回
の
教
科
書
は
、
板
書
の
扱

い
方
が
総
じ
て
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
他
に
も
カ
ー
ド
や
ツ
ー
ル
を

使
っ
て
い
た
り
、
掲
示
物
が
載
っ
て
い

た
り
し
ま
す
か
ら
、こ
う
い
う
い
ろ
ん

な
工
夫
が
必
要
な
ん
だ
と
い
う
認
識
を
、

若
い
先
生
た
ち
も
も
っ
て
く
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
生
活
科
っ
て
、
こ
ん
な
に
楽
し
い
！
」

を
伝
え
る
教
科
書
に

山
中
　
こ
の
教
科
書
に
は
、
宝
物
が
い
っ

ぱ
い
隠
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
宝
探
し

の
よ
う
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

八
木
　﹁
こ
の
教
科
書
、使
っ
て
み
て
ね
！
　

絶
対
に
い
い
授
業
が
つ
く
れ
る
よ
﹂。

そ
う
言
っ
て
歩
き
た
い
気
分
で
す︵
笑
︶

石
堂
　

1
年
の
と
き
葉
っ
ぱ
の
お
面
で

遊
ん
だ
子
が
、
2
年
生
で
も
葉
っ
ぱ
の

お
面
を
つ
く
っ
て
い
る
。
子
ど
も
は
、
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　なつとは ちがう
虫
むし

の こえが したよ。

　いえの ちかくで 
いい においが するよ。

　こうえんへ 
さがしに いこう。

　なんの 
においかな。

　きのう 
お月

つ き

見
み

を 
したよ。

　こんなの 
つくったよ。

　わたしも 
つくりたいな。

　どこで 
みつけたの。

　ようちえんの 
ときに だんごを 
たべたね。

出
で

か け る  ま え に  か く に ん し て  お こ う

●どくの ある 木
き

や 草
くさ

に 
　さわらない。

●きけんな 生
い

きものに 
　ちかづかない。

●しぜんを たいせつに しよう。

ーあきーきせつと あそぼう

74 75

過
去
の
学
び
を
覚
え
て
い
る
ん
で
す
。

教
師
は
そ
こ
に
も
気
付
い
て
あ
げ
た
い

で
す
よ
ね
。
こ
の
教
科
書
に
載
っ
て
い

る
写
真
の
よ
う
な
場
面
を
、
自
分
の
教

室
で
も
見
か
け
た
ら
、
す
か
さ
ず
子
ど

も
を
ほ
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

小
笠
原
　
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
教
科
書

を
見
る
と
、﹁
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
る
し
、

あ
ん
な
こ
と
も
で
き
る
ん
だ
。
私
も
や
っ

て
み
た
い
、
ぼ
く
な
ら
こ
う
す
る
﹂
と

思
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。﹁
子
ど
も

た
ち
の
こ
う
い
う
表
情
を
た
く
さ
ん
見

た
い
﹂
と
先
生
た
ち
が
思
え
る
よ
う
な
、

そ
う
い
う
写
真
や
活
動
が
た
く
さ
ん
載
っ

て
い
ま
す
。
先
生
に
も
子
ど
も
た
ち
に

も
、﹁
生
活
科
っ
て
こ
ん
な
に
楽
し
い

ん
だ
！
﹂
と
感
じ
て
も
ら
え
る
、
こ
の

教
科
書
が
そ
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

教科書づくりにおいては、著者陣が膨大な写
真点数の中からその授業、その場面に最適な
一枚を選び出す作業を繰り返した。「子どもた
ちにどうしても伝えたいものがある。だから徹底
的にこだわった」と振り返る。

生
い

きものに 合
あ

わせて せわの 
しかたを くふうしよう。

それぞれの 生
い

きものが くらして いた 
場
ば

しょの ようすを まとめよう。

どう したら 
いいのかな

　しめった 土
つ ち

が 
すきなんだね。

　きりふきを　
用
よ う

いしようか。

　新
あたら

しい 草
く さ

を もっと 
入

い

れた 方
ほ う

が いいね。

　たくさん 
だっぴするなんて 
すごいなあ。

　水
み ず

草
く さ

を
ふやそうよ。

　生
い

きものの 
気

き

もちに なって 
すんで いた 場

ば

しょを 
思
お も

い出
だ

して みよう。

木
き

の 上
うえ

水
みず

の 中
なか

草
くさ

むら

せわの しかたは それぞれ ちがうのかな。
生
い

きものの せわを 考
かんが

えよう

ふりかえる
つ な げ る

　毎
ま い

日
に ち

 せわを 
つづけて いますね。

手
て

を あらおう 52〜55,
114ページも
見
み

てね

●もと いた 場
ば

しょへ 行
い

く。

●上
じょう

きゅう生
せい

に しつもんする。

●本
ほん

で しらべる。

50 51
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「生き活きうぃーくる」は、座談会に

登場した4人の先生が生活科や学級経

営などについてつづるブログです。

次のページでは生活科の授業に役立

つ各種コンテンツを紹介しています。

ぜひご覧ください。

https://www.nichibun-seikatsu.net/

生き活きうぃーくる◀Next Page

生活科が
10倍楽しくなる教科書

座談会

「
学
習
の
め
あ
て
」や
具
体
的
な
学
び
方
は
、

教
科
書
で
き
ち
ん
と
お
さ
え
て
あ
る
。

2020年度版 生活科教科書上巻p.56-57

これからも きせつの ちがいを 
みつけて たのしもう。

みんなが みつけた ことを 
くらべよう。

　がっこうにも 
こうえんにも 
たんぽぽが 
あったね。

　いえの ちかくでも 
みつけたよ。

　さいきん
あめの ひが
おおいね。

　あめの 
ひも そとで 
あそべるかな。

みんなは どんな ことを みつけたのかな。あそんだ ことを ふりかえろう

ふり
かえる

つなげる

128,130
ぺえじも
みてね

56 57これからも きせつの ちがいを 
みつけて たのしもう。

みんなが みつけた ことを 
くらべよう。

　がっこうにも 
こうえんにも 
たんぽぽが 
あったね。

　いえの ちかくでも 
みつけたよ。

　さいきん
あめの ひが
おおいね。

　あめの 
ひも そとで 
あそべるかな。

みんなは どんな ことを みつけたのかな。あそんだ ことを ふりかえろう

ふり
かえる

つなげる

128,130
ぺえじも
みてね

56 57

文
・
田
中
洋
子

撮
影
・
綿
貫
淳
弥

生活科LINE＠
お役立ち情報を
お届けします！

登録はこちら！

生
活
科
が
10
倍
楽
し
く
な
る
教
科
書

13

生
活
科
が
10
倍
楽
し
く
な
る
教
科
書

12

nakatani-h
長方形

https://line.me/R/ti/p/%40cgb2851p


質問は随時，受付中です。お気軽にご利用ください。
［質問投稿フォーム］https://www.nichibun-g.co.jp/2020/faq_form/

明日からの授業や学級経営などに活かせるヒン
トや手立てが満載です。随時更新中！

生活科Q&A
https://www.nichibun-seikatsu.net/

「生き活きうぃーくる」
https://www.nichibun-g.co.jp/2020/seikatsu/faq/

新版

特集

生活科
教科書 We

b
を
活
用
す
れ
ば
生
活
科
は
も
っ
と
楽
し
く
な
る

新版教科書の詳しい解説と，編集上の特色・工夫を

わかりやすく発信しています。

「内容解説資料」や「編修趣意書」などのデータを

ダウンロードすることもできます。

「生き活きうぃーくる」は，小学校の現場でご活躍の先生方によるリレー連載です。「うぃーくる」は，「Weekly（毎週更新）」
と「私たちが集う（We 来る） 場」の二つの意味をもった造語です。
「育成すべき資質・能力にはたらきかける手立てとは？」「深い学びってどういうことだろう？」「子どもの『つぶやき』か

ら見えてきた授業で本当に必要なこととは？」トップランナーの先生方が，ご自身の実践から，その答えに迫っていきます。

　前回は「ものづくりには，素材へのこだわりが大切であること」についてお

話ししました。

　今回は「動く車」になるまでの過程のうち，山中昭岳先生も大切にされている「考

えるための技法（思考スキル）」に注目した効果を紹介したいと思います……（後略）

教科書づくりに関わった実績豊かな研究者，日々，子ど

もたちと接している現場の教師が「本当に使える教科書」

のポイントを具体的に解説します。

● 教科書案内のWebサイト内の
　メニュー「動画解説・資料」から
　閲覧できます。

神奈川県横浜市立戸部小学校
主幹教諭  鈴木紀知
「教科書に示した三つの柱がどう役にたつのか」

関西大学 黒上晴夫
「教科書に資質・能力の柱を示した価値」

生活科のサイトにはコンテンツが盛りだくさん。生活科のことだけではなく，
先生方の日頃の疑問やお悩みにも，学級経営や教科学習に精通した先生がお答えします。
LINE ＠で最新情報をお届け中！　生活科サイトをどんどん活用して生活科をもっと楽しもう。

生活科の実践だけでなく
●日常あるある（学校生活や学級経営に関する内容）

●他教科に関する内容　
●給食の話なども…!?

［IDで検索］＠cgb2851p

友達募集中!!LINE@

新版生活科教科書の魅力を詳しく紹介!

生活科教科書をもっと知ろう!

日
本

文
教

出
版

H
32

生
活

文
科

省
申

請
本

 表
紙

上
・

下

上
巻

日
本
文
教
出
版

み
ん
な
な
か
よ
し

日本文教出版

生活日文116
115 文部科学省検定済教科書　小学校生活科用

上
じょう

みんな なかよし

日
本

文
教

出
版

H
32

生
活

文
科

省
申

請
本

 表
紙

上
・

下

下
巻

日
本
文
教
出
版

日本文教出版

生活日文116
116 文部科学省検定

済教科書　小学
校生活科用

ふ
れ
あ
い
だ
い
す
き

下
げ

ふれあい だいすき

教科書をより活用するためのポイントを著者が動画で解説！

 必見！ よくわかる  内容解説動画

-せいかつ-

考えるための技法（思考スキル）を
学習活動に効果的に取り入れることで
兵庫県たつの市立新宮小学校  主幹教諭 石堂裕

例えば…

石堂裕 小笠原さちえ

八木美香 山中昭岳

先生方の日頃の疑問やお悩みを，
学級経営や教科学習に精通した先生が一緒に考えています。

生活科の最新情報が届く！CHECK

サイトでは生活科にかぎらず，
いろいろなご相談をいただ
いております。

「わたしと  せいかつ」のご案内新版生活科教科書

2018.11.26 ／ 季節のフィールドワーク，町探検，日常生活・地域／家庭とのつながり
回答者：大阪府摂津市立鳥飼小学校 教頭  三好達也

例えば…
町探検など，地域から学ぶ単元がありますが，私の街には適した商店街がなく，
自然観察ができるような自然がありません。
そういった地域ではどのように学習を進めていったらいいのでしょうか。

Q　

町探検には「何を」しにいくのでしょうか。まず，目的は何かということから考えてみてはどうでしょう。

例えば「内容（3）地域と生活」について学習する場合はどうでしょう。商店街がなくても地域の施設やスーパー，

工場などでも学習活動を行うことができるのではないでしょうか。

他にも……（後略）

A

その他，
　●機関誌，単元本などの新刊情報
　●文部科学省情報
　　など様々なお役立ち情報を掲載しています！

生活　特設
サイト

-2020年度へつなぐ-

小学校教科Web

教科書案内Webサイトは
こちらから

直接見るには
こちらから

日本文教 2020 生活 検索

座談会（p.6-13）に
登場した先生方が

連載中！

https://www.nichibun-g.co.jp/
2020/seikatsu/textbook/

日文小学校生活科のLINE＠では，生活科を
中心に，小学校の先生方のリレー連載「生き
活きうぃーくる」や生活科Q&A，特設サイト
の更新情報や最新情報を配信中です。友達登
録をして生活科の情報をいち早くチェック!
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nakatani-h
長方形

https://www.nichibun-g.co.jp/2020/seikatsu/textbook/
nakatani-h
長方形

https://www.nichibun-g.co.jp/2020/seikatsu/textbook/#naiyo
nakatani-h
長方形

https://line.me/R/ti/p/%40cgb2851p


vol.05TSUNAGU SCHOOL

　本誌『生活＆総合navi』（vol.72～vol.75）の本連載及び『サ
クサクできる！パズル型スタートカリキュラム作成支援ツー
ル　サクスタ 2 』（日本文教出版）の中でも述べてきたが，今
次学習指導要領改訂の，育成を目指す資質・能力の三つの柱，
資質・能力を育むための主体的・対話的で深い学びによる保
育や授業の工夫・改善，それらを家庭や地域と連携・協力も
図りながら協働的に実現するためのカリキュラム・マネジメ
ント（以降，「カリマネ」）の考え方は，幼児教育から，小学校，
中学校，高等学校までの教育を貫くものである。
　本誌が読者の手元に届く5月は，前年度中に作成され4月以
降実施されてきたスタートカリキュラム（以降，「スタカリ」）
の見直し・改善を図る上で絶好の時期である。今回は，スタ
カリの見直し・改善を通して，カリマネの理解を深めたい。
　まず，スタカリだけでなくカリマネ全般において必ず考慮
すべきことは目標の具体化と共有化である。目標のベクトル
が合っていないと意図的・組織的に教育活動を展開すること
はできない。特に，小学校1年生に対しては「赤ちゃん扱い」
をしがちである。幼児期に育った資質・能力を「幼児期の終
わりまでに育ってほしい姿」の10の視点からとらえた上で適
切に対応していくことが1年担任だけでなく教職員全体に求め
られる。教職員の意識や態度は2年生以上の児童にも影響する。
　育まれた資質・能力をさらに伸ばしていく上で「主体的・
対話的で深い学び」による授業が重要で，その学びの実現に
欠かせないのが「学習の基盤づくり」である。いわゆる学習
規律や言語活動に必要な技能を意図的に身に付けさせていき
たい。教科書上巻14-15ページの写真や言葉が大いに活用でき
る。
　さて，新学習指導要領では，カリマネ実現に向けて3側面が
示されている。
　一つは教科横断的な視点による教育内容の編成である。ス
タカリでは生活科を核に展開されている。教科書上巻12～13ペー
ジに紹介されている遊びは保育園や幼稚園でも体験している。
それらが国語や算数，音楽，図工などの各教科の学習につながっ
ていることを子どもと確認したい。その際に，各教科等の教
科書を開いてみて，保育所や幼稚園の遊びとのつながりを考
えてみてもいいだろう。
　もう一つはPDCAサイクルの確立である。筆者は，カリマ
ネを大きく五つのレベルに分類している1）が，入学式から5月
までの学習活動を一覧できるスタカリ完成例は「学校のカリ
マネ」であり，週案は「学級のカリマネ」であり，いずれも
PDCAサイクルのPである。1年の学級担任は日々の実践（PDCA

サイクルのD）を通して，週案に朱書きをする。その行為が
PDCAサイクルのCである。スタカリの改善（PDCAサイクル

のA）は，次年度の1年生のために，まだ記憶も新しい5月中
に行っておきたい。
　あと一つは校内外の人的・物的資源の活用である。特に，
スタカリの時期は校内における物的及び人的な資源活用の視
点から見直す必要がある。学校の施設が安全面も含めて適切
に活用されたか，教職員及び上級生が1年生に対して適切に対
応できたか，を検証しておきたい。
　スタカリは，生活科が学習活動の核となることが多いので「教
科等のカリマネ」と捉えることができ，1年入学時と考えれば
「学年のカリマネ」にも該当する。しかし，学校が主体となっ
て作成し学校の教職員及び児童で1年生を受け入れるという点
においては，スタカリ全体は「学校のカリマネ」（本誌vol.72）
である。それをもとに作成される週案は「学級のカリマネ」（本
誌vol.74）とも言える。そして，入学した子ども一人ひとりが
小学校を理解し，学校生活に慣れ，同級生や上級生と関わり
ながら安心して自立を図っていく基盤を固めていく上で，「子
ども一人ひとりの学びのカリマネ」（本誌vol.73）の実現につ
ながる重要な役割も担う。スタカリはカリマネの全てのレベ
ルに関わっている。
　以上のように，5月のこの時期にスタカリを見直すことが，
カリマネのレベルや要件，視点を理解することにつながる。
カリマネに関する有効な研修となる。参考にしていただきたい。

教科書にある「深い学び」の姿 スタートカリキュラムの見直し・改善を通して
カリキュラム・マネジメントを理解する

野口先生のアクティブ・ラーニング教室 村川先生のカリキュラム・マネジメントゼミ

Active learning class Curriculum management seminar

山形大学教授。専門は生活科・
総合的な学習。著書に『子どもの
くらしを支える教師と子どもの関係
づくり』（ぎょうせい，共編著）など。

野口  徹
甲南女子大学教授、鳴門教育大学
名誉教授・客員教授。専門は教育
工学，カリキュラム開発，生活科・総
合的な学習。近著に『ワークショップ
型教員研修　はじめの一歩』（教育
開発研究所）がある。

村川  雅弘

　各地の学校で2019年の生活がスタートしています。いよい
よ学習指導要領の移行措置期間の最終年度です。各学校では
来春からの本格実施年に向けて様々な準備を積み重ねてきて
いるところだと思います。今回の学習指導要領の最大のポイ
ントは，各学校が子どもを主役に据えた教育課程を編成し，
子どもに資質・能力をしっかりと育成していくことを強く打
ち出したことです。一回一回の授業は，子どもにとって充実
した経験となりつつ，資質・能力と結びついていくものでな
くてはなりません。そして，そのような授業において重要と
なる手段こそが「主体的・対話的で深い学び」（アクティブ・
ラーニング）となるわけです。
　「主体的・対話的で深い学び」（アクティブ・ラーニング）
については中央教育審議会答申に示された内容から次のよう
にまとめておきます。

　これらの中で，「主体的な学び」「対話的な学び」が子ども
の姿として表れやすく，見取りやすいものであることに比して，
「深い学び」については，子どもの学習の「質」に関すること
となりますから，子どもの姿を綿密にとらえていくことがよ
り重要となってきます。それでは，「深い学び」となる子ども
の姿を求めていくには，どのように考えたらよいのでしょうか。
　そんな問いのヒントを探るためにも，上の「深い学び」の
文章中に示された子どもの学びの姿，特に，「知識を相互に関
連付けてより深く理解する」ことに注目してみたいと思います。
　学校生活では様々な知識を子どもに与えます。これらを子
どもが関連付けて理解するのです。さらにそれまでの知識が
相互に活性化して「そうか！こういうことだったんだ」と納
得へと至る深い理解なのです。しかし，これは「子ども」が「知
識を相互に関連付けてより深く理解する」のであり，どんな
に「教師」が熱弁をふるったとしてもそのようになるとは限
りません。ここには，子どもが既にもっていた様々な知識と，
授業で学んだ新たな知識とが結びついていく瞬間が存在して
いるのであり，この結びつきによって「今まではこんなふう

に思っていたけれど，今日の授業でそれが変わってきちゃった」
というつぶやきが生まれてくるような，世界の見え方が変化
する実感が伴うことが大切になってくるのです。
　その具体的な例を生活科の授業の場面から考えてみましょう。
日本文教出版の『わたしとせいかつ』下巻50-51ページの様子
です。この単元では，子どもが身近な場所にいる「生きもの」
の世話をすることを中心に進んでいます。「ダンゴムシ」「バッ
タ」「メダカ」などの世話をしていることがわかります。身近
な生きものですから子どもも少しは知識をもっていることでしょ
う。しかし，ここで大事になるのは，生きものと子どもとの
距離が近くなる場面を設定することと，そこから様々な気付
きを導き出すこと。そして，その気付きを言葉に置き換えて
思考を深めていくことです。板書を見ると，この教師は生き
ものに関する子どもの気付きの言葉を書き記しながら，「入れ
るもの」「えさ」「せわ」などの共通事項を縦軸に据えていく
ことで，子どもが異なる生きものの情報であっても共有して
考えることができるような手立てを施していることがわかり
ます。そして，こういった活動を通して新たな知識が教室内
のいろいろな場所で生まれていきます。ふりかえりのカード
では，「ダンゴムシ」のえさの知識（「かれはだけ」）が，「キャ
ベツやチーズも食べる」と更新されて，「びっくりしました」
と記されています。これこそが「知っているはず」だと思っ
ていた身近な生きものの知識が，他の知識と結びついて活性
化していくつぶやきです。まさに，「子ども」が「知識を相互
に関連付けてより深く理解する」ことに到達している，「深い
学び」となっている子どもの姿がこれなのです。
　こんな姿をさらに求めていくためにも，各学校では一層丁
寧な授業研究を進めていくことがこれからも必要になってい
きます。

新版

特集

生活科
教科書

［参考文献］
1）村川雅弘「カリキュラム・マネジメントの基礎的・基本
的な処方22」，村川雅弘編著『カリマネ100の処方』教
育開発研究所，pp.19-45，2018年

2020年度版 生活科教科書上巻p.14-15

2020年度版 生活科教科書下巻p.50-51
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主体的な学び
学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリア形成の方
向性と関連付けながら，見通しをもって粘り強く取り組み，
自己の学習活動を振り返って次につなげる

対話的な学び
子供同士の協働，教職員や地域の人との対話，先哲
の考え方を手掛かりに考えること等を通じ，自己の考えを
広げ深める

深い学び

習得・活用・探究という学びの過程の中で，各教科等
の特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら，知
識を相互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査
して考えを形成したり，問題を見いだして解決策を考えたり，
思いや考えを基に創造したりすることに向かう
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スウェーデンの小学校では，「朝食」や「愛」など様々なテーマで，教科の垣根を
越えた総合学習やテーマ学習に取り組んでいる。
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﹂

思
想
を
も
つ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
義

務
教
育
か
ら
必
然
的
に
、﹁
共
生
﹂
を

実
現
す
る
た
め
の
学
び
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　

ラ
ー
ロ
プ
ラ
ン
に
最
初
に
﹁
共
生
﹂

の
学
び
が
登
場
す
る
の
は
、
1
9
6
2

年
の
こ
と
。﹁
性
と
共
生
﹂
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
69
年
か
ら
80

年
代
に
は
、﹁
障
が
い
者
と
の
共
生
﹂

が
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
た
。
そ
の
後
90
年

代
に
か
け
て
は
、
移
民
や
難
民
と
の
﹁
多

文
化
共
生
﹂
が
、
そ
し
て
直
近
の

2
0
1
1
年
度
改
訂
か
ら
は
、﹁
性
と

共
生
﹂
の
中
で
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に

つ
い
て
の
学
び
が
、
強
調
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

男
女
の
関
係
か
ら
、
よ
り
多
様
な
他

者
と
の
関
係
へ
と
、
共
生
の
対
象
が
広

が
っ
て
い
く
中
で
、
折
々
の
社
会
事
情

に
即
し
た
テ
ー
マ
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
、
同
時
に
昔
か
ら
の
テ
ー
マ
も
継

続
し
て
、
学
校
で
教
え
続
け
て
い
る
。

と
は
い
え
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
義
務
教

育
に
、﹁
共
生
﹂
と
い
う
科
目
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
。﹁
共
生
﹂
は
教
科
横

断
的
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
類
型
は
、
校
長
の
責
任
の
も
と
学

校
裁
量
で
柔
軟
に
決
め
ら
れ
て
い
る
。

  

﹁
た
と
え
ば
理
科
の
授
業
で
は
、﹃
皮

膚
の
色
の
違
い
は
、
メ
ラ
ニ
ン
と
い
う

色
素
に
よ
る
違
い
だ
﹄
と
、
1
年
生
か

ら
学
び
ま
す
。
メ
ラ
ニ
ン
と
い
う
難
し

い
言
葉
は
使
わ
な
く
て
も
、
肌
の
色
は

身
体
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
違
う
と
、
理

解
で
き
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
赤
道
直
下

の
人
た
ち
は
、
暑
さ
か
ら
脳
を
守
る
た

め
に
髪
の
毛
が
縮
れ
て
い
た
り
、
紫
外

線
か
ら
肌
を
守
る
た
め
の
黒
や
茶
褐
色

の
メ
ラ
ニ
ン
を
も
っ
て
い
た
り
す
る
。

そ
れ
が
環
境
に
適
し
た
身
体
の
状
態
だ

と
わ
か
る
と
、
偏
見
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
﹂

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の｢

共
生
の
学
び｣

に

主
体
的･
対
話
的
で
深
い
学
び
を
見
る

筑
波
大
学
文
部
技
官
・
助
手
を
経
て
1
9
9
3
年
に
宮
城
学
院
女
子
大

学
講
師
、
2
0
0
7
年
か
ら
現
職
。
文
部
科
学
省
大
学
設
置
・
学
校

法
人
審
議
会
専
門
委
員
︵
2
0
1
1
年
度
～
2
0
1
3
年
度
︶。
主
な

著
書
に
﹃
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
義
務
教
育
に
お
け
る
﹁
共
生
﹂
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
﹄

︵
明
石
書
店
︶。

宮
城
学
院
女
子
大
学
学
芸
学
部
教
授
・
教
育
学
博
士

戸
野
塚 

厚
子
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「教師は教え子どもは学ぶという，大人と子どもの関係を変
えること。教師には，子どもたちとともに考え，ともに学び
合う姿勢が求められている。子どもたちの想定外のつぶや
きや発言が思わぬ深まりや進展につながるかもしれない」。文・田中洋子　撮影・伊藤美香子　写真提供・戸野塚厚子

　

同
じ
理
科
の
教
科
書
で
は
、
人
の
感

覚
器
官
を
取
り
上
げ
た
章
の
最
後
に
、﹁
諸

感
覚
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
？
﹂
と
書

か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
目
に
涙
を
た
め

た
男
の
子
の
絵
と
と
も
に
、﹁
諸
感
覚

を
働
か
せ
て
見
れ
ば
、
た
と
え
こ
の
子

が
地
球
の
反
対
側
か
ら
来
て
、
言
葉
で

通
じ
合
え
な
く
て
も
、
彼
の
気
持
ち
は

わ
か
る
よ
ね
？
﹂
と
の
一
文
が
。
家
庭

科
で
も
、﹁
今
日
は
い
ろ
ん
な
国
の
人

た
ち
が
、
一
緒
に
晩
ご
飯
を
食
べ
ま
す
。

ど
ん
な
肉
を
選
ん
だ
ら
、
み
ん
な
ハ
ッ

ピ
ー
に
な
り
ま
す
か
？
﹂
と
、
教
科
書

が
問
い
か
け
て
く
る
。

　

障
が
い
に
つ
い
て
も
同
様
で
、﹁
障

が
い
は
環
境
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
﹂

と
い
う
概
念
を
ま
ず
教
え
る
。
普
段
は

自
由
自
在
に
言
葉
を
話
し
て
い
る
日
本

人
も
、
外
国
へ
行
っ
た
と
た
ん
、
言
葉

が
通
じ
な
い
と
い
う
＂
障
が
い
＂
に
直

面
す
る
。
疾
病
と
障
が
い
は
イ
コ
ー
ル

で
は
な
い
。
障
が
い
は
環
境
に
よ
っ
て
つ

く
ら
れ
る
の
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
進
ん

で
環
境
が
整
え
ば
、
障
が
い
は
か
な
り

の
部
分
軽
減
さ
れ
る
し
、
障
が
い
で
は

な
く
な
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
に
障
が
い
の
本
質
に
気
付

か
せ
る
。
そ
れ
が
障
が
い
者
と
の
共
生
の
、

第
一
歩
に
な
る
と
い
う
発
想
だ
。

  

﹁
共
生
﹂
の
た
め
の
教
育
が
、﹁
仲
良

く
し
ま
し
ょ
う
﹂、﹁
多
様
性
を
大
事
に

し
ま
し
ょ
う
﹂
と
叫
ぶ
こ
と
で
は
な
い

の
は
、
興
味
深
い
。
偏
見
を
乗
り
越
え
、

真
の
共
生
に
近
づ
く
た
め
に
は
、
科
学

的
な
視
点
で
違
い
を
学
ぶ
こ
と
が
不
可

欠
だ
と
、
戸
野
塚
先
生
は
語
る
。

日
本
の
小
学
校
に
て

一
人
ひ
と
り
の
違
い
に
目
を
向
け
る

  ﹁
共
生
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
日
本
の
小

学
校
の
生
活
科
や
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
の
中
で
も
、
様
々
に
展
開
で
き
る

領
域
で
は
な
い
か
と
、
私
は
可
能
性
を

感
じ
て
い
ま
す
﹂

　

そ
う
言
っ
て
、
先
生
は
あ
る
日
本
の

小
学
校
教
師
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て

く
れ
た
。
小
学
校
３
年
生
の
総
合
学
習

の
時
間
で
行
わ
れ
た
、﹁
目
﹂
を
描
く

活
動
で
あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
目
を
、
じ
っ

く
り
観
察
し
な
が
ら
描
き
、
そ
れ
か
ら

思
っ
た
こ
と
を
発
表
し
あ
っ
た
。

  ﹁
目
の
色
は
黒
だ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

ぼ
く
の
目
は
茶
色
だ
よ
﹂

  ﹁
青
と
か
黒
と
か
茶
色
と
か
、
い
ろ
ん

な
目
の
色
が
あ
る
の
は
な
ぜ
？
﹂

  ﹁
目
が
見
え
な
い
と
い
う
の
は
、
ど
う

い
う
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
？
﹂

　

や
が
て
子
ど
も
た
ち
は
、﹁
目
は
み

ん
な
に
あ
る
。
で
も
同
じ
目
は
ひ
と
つ

も
な
い
﹂
と
気
付
い
て
い
く
。

　

こ
の
授
業
を
受
け
て
、
色
に
関
す
る

授
業
を
行
っ
た
大
学
院
生
も
い
る
。
子

ど
も
た
ち
に
ヒ
マ
ワ
リ
の
絵
を
見
せ
、﹁
こ

の
黄
色
は
、
ど
の
人
に
も
同
じ
よ
う
に

見
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
﹂
と
、
問

い
か
け
た
。
そ
し
て
ひ
と
し
き
り
話
し

合
い
が
続
い
た
あ
と
で
、﹁
実
は
視
細

胞
に
は
、
桿か

ん

体た
い

細
胞
と
錐す

い

体た
い

細
胞
が
あ
っ

て
、
色
を
識
別
し
て
い
る
。
で
も
そ
の

数
は
人
に
よ
っ
て
違
う
か
ら
、
全
員
が

ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
見
え
て
い
る
と

は
限
ら
な
い
﹂
と
話
し
た
。
目
そ
の
も

の
も
、
見
え
方
も
、
一
人
ひ
と
り
違
っ

て
あ
た
り
ま
え
。
日
本
の
小
学
校
で
の
、

立
派
な
﹁
共
生
﹂
の
授
業
と
な
っ
た
。

子
ど
も
が
主
役

活
発
な
話
し
合
い
が
深
い
学
び
を
生
む

  ﹁
目
﹂
と
﹁
色
﹂
の
授
業
で
は
、
科
学

的
な
知
識
を
与
え
る
こ
と
と
、
子
ど
も

自
身
の
気
付
き
に
重
点
が
置
か
れ
て
い

た
。
こ
の
﹁
子
ど
も
自
身
の
気
付
き
﹂

を
大
切
に
し
た
学
び
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
で
行
わ
れ
て
い
る
﹁
共
生
﹂
を
め
ぐ

る
授
業
と
も
、
わ
が
国
の
新
学
習
指
導

要
領
が
い
う
、﹁
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
﹂
と
も
通
底
す
る
。

  ﹁
子
ど
も
主
体
の
対
話
的
な
授
業
で
気

を
付
け
た
い
の
は
、
先
生
が
﹃
こ
う
じ
ゃ

な
い
か
な
？
﹄
と
軌
道
修
正
を
し
た
り
、

自
分
が
期
待
し
て
い
た
意
見
だ
け
、
我

が
意
を
得
た
り
と
、
黒
板
に
書
き
出
し

た
り
し
な
い
こ
と
で
す
。
あ
く
ま
で
も

子
ど
も
た
ち
が
、
一
生
懸
命
に
自
分
の

頭
で
考
え
て
意
見
を
述
べ
、
違
う
意
見

も
出
し
な
が
ら
、
話
し
合
う
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
れ
自
体
が
ク
ラ
ス
の
中
の

共
生
の
学
び
で
あ
り
、
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
で
も
あ
る
の
で
す
か
ら
﹂

　

冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
学
校
で
は
、
先
生
た
ち
が
密
に

話
し
合
い
、
協
力
し
合
っ
て
授
業
を
つ

く
っ
て
い
た
。
日
本
の
学
校
現
場
で
も
、

子
ど
も
た
ち
の
新
し
い
学
び
に
つ
い
て
、

身
近
な
同
僚
の
先
生
た
ち
と
連
携
し
、

フ
ラ
ン
ク
に
相
談
し
た
り
、
助
け
合
っ

た
り
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
、
今
こ
そ

必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。ま
ず
は
ち
ょ
っ

と
し
た
休
憩
時
間
を
利
用
し
て
、
み
ん

な
で
﹁
フ
ィ
ー
カ
﹂
か
ら
始
め
て
み
て

は
い
か
が
だ
ろ
う
？

カリキュラムの特徴

「共生」のカリキュラムの変遷

政策・施策 改訂システム 政権政党

フィーカを楽しむスウェーデンの教師たち。「日本でも素晴らしい授業を実践さ
れている先生がたくさんいるので，シェアし合うことが大事」。 性的マイノリティへの

理解と差別禁止
（11年版）

生物・社会・歴史
宗教・家庭・美術

中道右派連合

（2006～）

社会民主労働党

（1994～2006）

中道右派連合

（1991～1994）

社会民主労働党

（1982～1991）

穏健統一党

（1976～1982）

社会民主労働党

（1932～1976）

コ
ー
ポ
ー
ラ
テ
ィ
ズ
シ
ス
テ
ム
を

基
礎
と
し
た
エ
キ
ス
パ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

コ
ー
ポ
ー
ラ
テ
ィ
ズ

シ
ス
テ
ム
の
定
着

コ
ー
ポ
ー
ラ
テ
ィ
ズ

シ
ス
テ
ム
の
形
成

エ
キ
ス
パ
ー
ト

シ
ス
テ
ム

「多文化共生社会」
に向けての政策

「みんなのための学校」
（En Skola för Alla）に
もとづく障がい児の
インテグレーション

平等政策
（男女平等政策）

「多文化共生」を
強調したカリキュラム

（94年版）

生物・社会・家庭
スポーツと健康・宗教

「障がい者との共生」
と教科横断型

カリキュラム充実期
（80年版）

生物・理科・家庭
スポーツ・宗教・国語

「性と共生」の
カリキュラム萌芽期
（62年・69年版）

生物・宗教・社会

子どもへの差別禁止の
法律制定

「民主主義」と
「多様性」の強調

参考：『スウェーデンの義務教育における「共生」のカリキュラム』（明石書店）
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学
校
飼
育
動
物
に
つ
い
て
考
え
る

動
物
を
通
し
た
交
流
の
ひ
ろ
が
り

　

東
京
都
﹁
小
学
校
動
物
飼
育
推
進
校
﹂

︵
以
下
、
推
進
校
︶
事
業
に
て
武
蔵
村

山
市
立
第
一
小
学
校
が
推
進
校
の
指
定

を
受
け
、
烏
骨
鶏
は
青
梅
畜
産
セ
ン
タ
ー

か
ら
、
ヤ
ギ
は
東
京
農
工
大
学
か
ら
譲

渡
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま

た
年
間
を
通
し
て
、
専
門
的
な
知
識
を

も
っ
た
学
校
担
当
獣
医
師
か
ら
直
接
指

導
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
安
心
で
あ
る
。

ま
ず
、
本
校
の
動
物
飼
育
の
実
態
に
つ

い
て
、
副
校
長
・
三
品
佳
子
先
生
が
ま

と
め
た
も
の
を
紹
介
す
る
。

※
23
ペ
ー
ジ
ま
で
。

　

生
後
30
日
で
や
っ
て
き
た
烏
骨
鶏
は
、

3
年
生
が
中
心
と
な
り
世
話
に
あ
た
っ

て
い
る
。
児
童
に
懐
き
、
大
人
し
く
抱

か
れ
、
大
変
な
人
気
者
と
な
っ
た
。
や

が
て
卵
を
産
む
よ
う
に
な
り
、
そ
の
産

み
た
て
の
あ
た
た
か
い
卵
を
手
に
取
っ

た
児
童
は
、﹁
命
だ
！
こ
こ
に
命
が
あ
る
！
﹂

と
感
動
を
思
わ
ず
言
葉
に
し
て
い
た
。

　

ヤ
ギ
小
屋
は
、
登
下
校
時
に
児
童
が

必
ず
目
に
す
る
校
長
室
の
前
に
設
置
し

た
。
毎
朝
夕
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
目
が
、

言
葉
の
代
わ
り
に
み
ん
な
に
話
し
か
け

て
く
る
。﹁
今
来
た
の
？
﹂﹁
何
か
あ
っ

た
の
？
﹂
と
言
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
ヤ

ギ
の
世
話
は
4
年
生
が
毎
日
交
代
で
行

い
、
当
番
の
日
は
、
朝
・
掃
除
の
時
間

と
下
校
時
に
餌
や
り
や
糞
の
掃
除
を
す

る
。
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
や
散
歩
を
行
う
こ

烏
骨
鶏
と
ヤ
ギ
が
や
っ
て
き
た

と
も
あ
る
。
休
日
は
親
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
り
、
世
話
を
お
願
い
し
て
い
る
。

家
族
総
出
で
世
話
に
あ
た
る
家
庭
も
多

い
。
掃
除
や
餌
や
り
の
後
、
時
間
が
あ

れ
ば
リ
ー
ド
に
つ
な
ぎ
、
校
庭
を
散
歩

さ
せ
る
。
普
段
は
学
校
に
訪
れ
る
こ
と

の
少
な
い
お
父
さ
ん
の
出
番
で
も
あ
る
。

　

保
護
者
や
児
童
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
保
育
園
や
ご
近
所
の
方
も
ヤ
ギ
に
会

い
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
散
歩
の
途

中
に
立
ち
寄
り
、
持
っ
て
き
た
野
菜
く

ず
を
あ
げ
て
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い

く
。
ま
た
、
地
域
の
方
か
ら
は
、
畑
や

家
庭
菜
園
の
お
す
そ
わ
け
も
い
た
だ
い

て
い
る
。
小
型
の
動
物
と
は
違
っ
た
大

型
の
動
物
な
ら
で
は
の
ふ
れ
あ
い
と
交

流
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

生
活
科
や
総
合
科
、
委
員
会
活
動
の

中
で
、
獣
医
師
と
連
携
し
、﹁
命
﹂
に

つ
い
て
、
目
の
前
の
動
物
た
ち
か
ら
学

ぶ
機
会
を
得
た
。
心
音
を
聞
き
比
べ
た

り
、
実
際
に
抱
い
た
り
、
触
れ
た
り
す

る
中
で
生
命
の
鼓
動
を
感
じ
、
自
他
の

生
命
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
を
持
つ
こ

と
が
で
き
た
。

　

3
・
4
年
生
が
進
級
す
る
と
、
次
の

学
年
に
世
話
を
交
代
す
る
。
別
れ
の
日

が
来
る
こ
と
が
辛
く
て
、
交
代
前
か
ら

涙
を
流
す
児
童
が
い
る
。
そ
れ
だ
け
烏

骨
鶏
や
ヤ
ギ
に
愛
情
を
注
い
で
関
わ
っ

て
き
た
の
だ
。

　

今
後
こ
の
動
物
飼
育
を
続
け
て
い
く

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
条
件
整
備
を
進

め
て
い
け
ば
よ
い
の
か
課
題
は
山
積
し

て
い
る
。
た
だ
、
ど
の
学
校
で
も
、
今

い
る
飼
育
動
物
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

大
切
に
育
て
る
中
で
、
命
の
大
切
さ
を

理
解
し
、
心
の
成
長
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
く
は
ず
で
あ
る
。

動
物
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

［小学校動物飼育推進校とは］
小学校において児童による継続的な動物飼

育を円滑に実施するためには，専門的な知

識をもった獣医師等と連携して，よりよい

体験を与える環境を整えることが必要である。

そこで，獣医師等との効果的な連携の在り

方について検討し，実践する「小学校動物

飼育推進校」（以下，「推進校」）を指定し，

各推進校での成果を全都に普及・啓発して

いる。

東
京
都
武
蔵
村
山
市
立
第
一
小
学
校 
校
長
　
押
本 

純
樹

ヤギ担当の４年生の児童がヤギのお
世話をして，みんなにお願いしたいこ
とをポスターにしました。

ヤギの体にとってよくないものを食べたらどうなるか絵本にしました。
全校朝会で発表し，廊下や階段の掲示板に張ってあります。

烏骨鶏は大人しく抱かれます。児童の人
気者です。烏骨鶏のいる桜の木の下は大
勢の児童で賑わっています。

１年生が生活科の時間に学んだことを記録しています。
うさぎのおうちと体の特徴についてまとめています。

農工大学の教授にヤギの体の仕組みや
世話の仕方を教わっているところです。

休日のヤギ親子ボランティアの説明会には大勢
の保護者の方が集まりました。土日は，ボランティ
アの家庭が一日２～３回交代でヤギの世話をして
くれます。ウサギ・文鳥・烏骨鶏はホームステイ
もお願いしています。

近隣の保育園の園児たちが会い
にきます。持ってきた餌をあげ，た
くさんふれあい，大変な人気者です。
これまでに２回，学校から保育園
に出張して喜ばれています。
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み
ん
な
生
き
生
き

大
変
な
の
は
わ
か
っ
て
い
る

　
さ
て
、
前
の
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に
た
く

さ
ん
の
飼
育
動
物
が
来
て
、
学
校
は
賑

や
か
に
な
っ
た
。
教
育
効
果
は
子
ど
も

た
ち
の
様
子
を
見
て
い
る
限
り
で
は
、

と
て
も
有
効
な
こ
と
が
わ
か
る
。
動
物

嫌
い
な
子
も
含
め
、
子
ど
も
た
ち
全
員

の
心
の
中
に
何
か
し
ら
よ
い
影
響
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
ヤ

ギ
二
頭
、
烏
骨
鶏
三
羽
、
ウ
サ
ギ
一
羽
、

文
鳥
一
羽
を
飼
っ
て
い
る
学
校
は
、
東

京
都
で
は
そ
う
な
い
と
い
う
自
負
が
あ

る
。

　
し
か
し
、
正
直
、
学
校
長
と
し
て
、

不
安
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
生
き
も

の
を
継
続
し
て
学
校
で
飼
育
す
る
に
は

協
力
体
制
が
整
わ
な
け
れ
ば
で
き
な
い
。

◆ 

効
果
が
あ
る
の
は
誰
も
が
知
っ
て
い

る
。
み
ん
な
が
わ
か
っ
て
い
る
。
で

も
、
私
は
絶
対
や
ら
な
い
。

◆ 

道
徳
が
教
科
に
な
り
、
英
語
教
育
の

時
数
が
増
え
る
中
、
大
変
な
こ
と
を

始
め
た
ね
。
大
丈
夫
か
い
。

◆ 

ま
さ
に
教
員
の
働
き
方
改
革
に
逆
行

し
て
い
る
取
り
組
み
だ
ね
。

　
こ
れ
は
、
率
直
な
感
想
と
し
て
、
私

の
耳
に
入
っ
て
き
た
。
信
頼
関
係
が
あ

る
方
々
で
悪
意
は
な
く
、
微
笑
み
合
い

な
が
ら
の
会
話
の
中
に
あ
っ
た
言
葉
だ
。

真
摯
に
受
け
止
め
て
い
る
。
実
は
私
も

そ
う
思
っ
て
い
る
。
あ
ま
の
じ
ゃ
く
の

性
格
や
行
動
が
先
に
出
て
後
か
ら
考
え

る
気
質
の
せ
い
か
、
何
と
か
な
る
だ
ろ

う
と
決
断
し
て
し
ま
っ
た
の
が
正
直
な

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
け
れ
ど
、
副
校
長
を
始
め
、
職
員
、

市
長
・
教
育
長
を
含
め
た
地
域
の
温
か

い
眼
差
し
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
は
順

調
に
き
て
い
る
。
2
学
期
か
ら
は
私
も

朝
七
時
半
か
ら
白
衣
を
着
て
、
当
番
の

3
・
4
年
生
と
一
緒
に
小
屋
の
掃
除
な

ど
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
性
に
合
っ
て

い
る
の
か
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
だ
。
そ

れ
で
も
、
学
校
が
休
み
の
日
の
対
応
が

心
配
だ
が
、
副
校
長
の
声
掛
け
の
も
と
、

保
護
者
・
地
域
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

動
物
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

推進校との連携で学校を訪れた獣医さん
の話に耳を傾ける児童。

積極的にヤギの散歩をする児童。

ウサギのマロンも子どもたちの人気者。

賜
り
、
滞
り
な
く
お
世
話
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
感
謝
し
か
な
い
。

　
私
を
含
め
、
教
職
員
の
異
動
が
あ
っ

て
も
、
動
物
飼
育
の
協
力
体
制
を
維
持

し
な
が
ら
活
動
を
継
続
で
き
る
よ
う
に

工
夫
を
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
と
考

え
て
い
る
。
校
長
室
の
窓
か
ら
毎
日
無

邪
気
に
動
物
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
が
見
ら
れ
る
。
今
、
幸
せ
で
あ

る
。
生
命
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
態
度

は
、
生
命
に
直
接
ふ
れ
あ
っ
て
こ
そ
養

え
る
も
の
で
あ
る
。
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スマートフォンやタブレットをかざすと動画が楽しめる！
2 「カザスマート」で検索し,ア
プリをダウンロード。

3 「カザスマート」アプリ
を立ち上げます。

カザスマート 検索

4 　　マークがあるページ
で紙面全体にかざすと，動
画が始まります！

1 スマートフォンまたはタブレットで，
ストアアプリを起動します。

★P.6～13（特集），P.18～21（第2特集）で視聴できます。
※動画は，2019年9月30日まで視聴することができます。

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
通
し
て
、

学
習
の
つ
な
が
り
や
、

考
え
る
た
め
の
技
法
を
明
示

山
中

　
今
回
こ
の
「
新
版
生
活
科
教
科

書
（
以
下
、
教
科
書
）」
を
つ
く
る
と
き
、

私
た
ち
制
作
に
関
わ
っ
た
教
員
が
真
っ

先
に
考
え
た
の
は
、「
先
生
も
子
ど
も
も
、

楽
し
く
使
え
る
教
科
書
に
し
よ
う
」
と

い
う
こ
と
で
し
た
よ
ね
。
そ
の
思
い
が

随
所
に
生
き
た
教
科
書
に
な
っ
た
と
、

私
は
思
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
写
真
。
こ
の
教
科
書
に
掲

載
し
た
の
は
、
本
当
の
実
践
の
な
か
で

撮
っ
た
写
真
ば
か
り
。
だ
か
ら
ど
れ
も
、

す
ご
く
リ
ア
ル
で
す
ね
。
子
ど
も
た
ち

が
見
れ
ば
き
っ
と
、「
わ
た
し
た
ち
も
、

こ
ん
な
の
や
っ
て
み
た
い
！
」
っ
て
思

う
だ
ろ
う
し
、「
よ
し
、
自
分
た
ち
は

こ
の
写
真
の
子
た
ち
の
上
を
い
っ
て
や

ろ
う
！
」
と
挑
戦
し
て
く
れ
れ
ば
、
教

科
書
を
つ
く
っ
た
立
場
と
し
て
は
、
も
っ

と
う
れ
し
い
で
す
よ
ね
。
私
は
こ
の
教

科
書
が
、
そ
ん
な
存
在
に
な
る
と
い
い

な
と
思
っ
て
ま
す
。

石
堂

　
た
し
か
に
写
真
へ
の
こ
だ
わ
り

生
活
科
が
10
倍
楽
し
く
な
る
教
科
書

座談会

研
究
者
の
先
生
は
も
と
よ
り
、
現
場
の
先
生
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
深
く
関
わ
っ
て
、「
誰
で
も
使
い
や
す
い
教
科
書
」
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
が
楽
し
く
学
べ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
生
活
科
を
教
え
る
先
生
に
は
「
わ
か
り
や
す
く
」、

ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
に
は
「
よ
り
深
く
楽
し
い
授
業
」
に
向
け
て
、「
め
あ
て
」
か
ら
活
動
の
流
れ
、

次
の
学
習
と
の
つ
な
が
り
ま
で
、
授
業
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
が
満
載
の
座
談
会
で
す
！

山中 昭岳 Yamanama Akitakaさとえ学園小学校　教諭［なぜ，小学校の先生に？］給食，遠足，修学旅行。楽しく，変化いっぱ
いの毎日が過ごせ，誰よりも一番近くで子ども
たちの成長する姿をみることができるから。

教師自身が一番の学び手であれ!!

my belief 小笠原 さちえ Ogasawara Sachie東京都大田区立久原小学校主任教諭
［なぜ，小学校の先生に？］小学校の卒業文集に「幼稚園の先生になりたい」
と書いたと思います。幼稚園教諭として10年間勤務
した後，「幅広く子どもたちと関わることができる人に
なりたい！」と思い，現在の道に至りました。

 「笑う門には福来る」「笑顔がいっぱいの教室にも福がたくさん訪れる！」
と信じています。

my belief

このマークがあるページで，それぞれの先生が動画メッセージを発信しています。（本マークは小笠原先生です）

生
活
科
が
10
倍
楽
し
く
な
る
教
科
書

7

生
活
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な
る
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